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「阿蘭那経」に比定されたSHT所 収梵語断片について

荻原 裕敏

キー ワー ド:ト カ ラ語《Udanalankara》 「阿 蘭那 経 」 SHT1324+1331 SHT1720

要 旨

ドイツ所蔵梵語断片、SHT1324+1331及 びSHTl720は 、それぞれSHT(VI)・(VII)で 転写が出版 され

た際、漢訳 『中阿含経』 「阿蘭那経」に比定された。本稿では、この梵語断片の新 たなパラ レル とし

て、『六度集経』「阿離念彌経」 と トカラ語B断 片の存在を指摘す る。 また同時に、これ らのパラ レ

ル との比較を通 じて、この梵語断片に対応す る トカラ語B断 片の、 トカラ語《Udanalankara》の成書過

程に関する筆者の推定に於ける位 置づけと、それを手がか りとして窺 う事ができる トカ ラ仏教に伝 え

られたと推定 される阿含経典の問題について検討する。

1.導 入

トカラ語仏典中に、説一切有部に属する仏典であるくくUddnavarga)》(以下、Udv.とする)に 対す

る注釈書 としてく<Uddnalafihara>>(以下、UAと する)と いう題名の文献が存在 している事は良く

知 られている1。この文献はUdv.の 詩節に対 して、その因縁諏や教理的解釈を施 した韻文作品で

あるが、これ らのパラレルが梵語 ・パー リ・漢訳仏典などに部分的に見られる点は、先行研究

が既に指摘 している2。この トカラ語による注釈書UAの 原典について、校訂本が出版 された際、

Siegは 「Dharmasomaと いう名前の著者によって著された梵語文献の翻訳」3と考えられると指

摘 した。これに対 して、筆者は、UAにAvaddinaが 引用 されている点に注 目し、そのパラレル

との比較を通 して、この加αぬησが編纂過程で他文献から引用されたものであ り、本来、当該

詩節 と結びっいていた物語に置き換えられたと推定すると同時に、 トカラ語のUA全 体に対応

す る梵語原典は存在せず、 トカラ語訳されて引用されたUdv.の 個々の詩節 と、それに付随する

因縁諏などの注釈の内、その一部のものについては、異なった文献 ・伝承か ら引用 され、UA

作成の過程に於いて トカラ仏教の側で組み合わされたものであるとする仮説を提出 した4。

その後関係資料を調査する段階で、筆者は ドイツ所蔵の西域北道将来梵語断片中に、 トカラ

語のUAに 関係づけられる断片が存在 している点に気づいた。本稿では、この梵語断片の、こ

れまでに指摘 されていない二つのパラレルを新たに提出し、それらを比較すると同時に、その

結果を手がかりとして窺 う事ができる トカラ仏教に伝えられたと推定される阿含経典の問題に

1本 稿 で は
、所謂 「根本 説 一切 有部 」 を含 め た広義 の有部 の意 味 で、説 一切 有 部 とい う用 語 を使 用 してい る。

2TochSprRaS)1:3 -80【Germantranslationlに 付 され た記 載 、及び 百済(1972) 、 荻原(2011)を 参 照 。
3TochSprRBJft5【Gerrnantranslation】 を参照

。またThomas(1983:19-20)も 梵 語 文献 か らの翻 訳 とす る。ただ し、

両者 はDhannasomaの 出 自に 関 して意 見 を異 にす る。
4荻 原(2011)を 参 照

。
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ついて検討する。

2.「 阿蘭那絶」に比定されたSHT所 収梵語断片について

本稿で検討するsm所 収の梵語断片は、ドイツ探検隊によって西域北道で発見 された梵語写

本に属するものであり、以下のものである5。

SHT1324+1331,cf.SMρrl):81・82

SHT1720,cf.SHT(VI]り:143・144

これらの断片は、漢訳 『中阿含経』所収 「阿蘭那経」(T.01,no.26,682b10-684c14)に 比定さ

れたが6、SHTI324+1331が 出版 された際には発見場所は不明であった。その後、SHT1720が

出版されるに及んで、この三点が同一のfolioに属する点が指摘された。これにより、SHT1720

に記されたTIIS75と いう番号から、これらの断片はTucfanの&慧 πg加で発見されたものと結

論づけられる。smOVII):143の 記述に拠ると、これ らの断片はSchnlttypusVIに 分類される

Br励mT文 字で書写されてお り7、SHT1720がfolioの 紐穴周辺の部分に、SHT1324+1331は 、さ

らにその右の部分に位置する。両断片は直接には接合せず、その間に失われた部分の存在が指

摘されている8。以下には、SHTで 付された注釈中で提出された推定を加えた転写 と「阿蘭那経」

の対応箇所として指摘された部分を引用する9。

 [SHT1324 + 1331 + 1720] 

a 1 /// (bhi)kkun[am] = upasthana[i]al[a](layam) + + + + /1/ II/ (antarakatha v)[ijprakrta 

ka[y](a) + + + + + + /// 

2 /1/ .. .. ih = asmakam bhadanta samb[ahlu(lanam) ill III + + (sam)nisamna[nam] 

  sam[ni)(patitanam = .) 1I/ 

3 /// (antarakathasa)mu- 0 dahara alpaca[m = e](va jTvitam manusyanam) /I/ III + (p)urvavad 

= yavat = kalyanacary(a)[yJ(am) id. /// 

4 /// .. bhi- 0 kyunam = upasthana[iJ(alayam) II/ III + tanam = anta[ra]katha viprakrta I 

anaya va III

ssm所 収断片中
、「阿蘭那脛」に比定にされた断片は、この三煮以外にも、SHT(VIDで 出版 されたSHT1770cA

及び1770dAの 二点が挙げ られるが、発見場所や対応 箇所が本稿で検討する断片 とは異なっているため、本稿で

は直接 の検討対象とは しない。
6SHI「(VI):81で は

、パー リ仏典の{{Anzko、suttm)に対応す る点 も指摘 されてい る。
7西 域北道将来の梵躇断片で使用 され るBrdhmi文 字にっいては

、Sander(1968:181-183,1986)を 参照。
8srn「(Vll):291を 参照

。.
9こ こでは

、これ らの断片を一っのfolioに 接合 した形で提示す る。なお、筆者 は、これ らの梵語断片の原文密

を網査す る機会を得 られていないため、断片に関す る全ての情報は上記のsmρa)・(VTDに 拠っている事 をお断

りしてお く。 また、以下に検討するパラレル との対応 を見る上で重要な部分 を下線で示す事 とす る。
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「阿蘭那維」に比定されたSHT所 収梵語断片について

5 III (samni)$a(m)na samnipatita e(va)m = etad = bhik$ava[h] + + Ill III + manu$yanam 

 pu[rvaJvad = yavat = kalyana[cary]a[y]am III 

6 III (asi)tivar$asahasrayu($)[o ma] =FA .. + + + + III III yam mahad = eva su[tr]am I 

aiitir = [var$a](sahasrayu$o manu$yah) III

b 

1 /// (la)? = klaul ravvo nama cakravart( ca)turantyam [vJ(jeta) + III III + .= (a)dhyavasita viz 

  tam [r]ajn`ah kauravasy = a .. + + + /// 

2 1// (nya)[gJ(r)[o]dharaja babhuva / supratisthitasva Ind (agrodharajnah) III III + 

   (bra)hmanamahasii[Iah] .. .. [maJtrani manavasa[tJ(asahasrani) III 

3 /II + + ti a- 0 th = araneminob brahma(nasva) III III (raha)sigatasya pratisaml nasy = 

aivam cetahparivi(tarka udapadi) III 

4 III + + [manu]- 0 ;yaw.* purvavad = ya[va](t = kalyanacaryayam III III (kesasma)sruny 

  = avatarya ka$ayani vas(tr)a[ny] = ac(ch)a(dya) Ill 

5 III + (ana)[ga]rikam pravrajeyam I ath = aranemi bid (ahmano) III III + + (katha)[ya]ti 

1 ya[t = khJalu ma(navah) + + + + + /1/ 

6 III (p)urvavad = yavat = kalyanacar[y](ay)[am] + + + + II/ III + (kasa)[y](a)ni vaslrany 

_ [ad (chadya) + + + + + + III

[注釈】

a:恐 らく侮吻 と推定される。

b:こ の物語の主人公の名前を、SHT(Vll):144A㎜.9及 び12で は、arapemiと 訂正するように

指示 しているが、次節に述べるように、対応する トカラ語B断 片では、この梵語断片同様に

aranemiと してお り、訂正の必要は認められない。

【和 訳 】lo

a

1〃 比丘達が講堂で 〃!〃 議論をしていま した。どのような 〃

2〃 世尊よ。ここで私達は多くのものが 〃ノ 〃 座って集ま り!〃

3〃 議論をしてお りました。人々の命は実に短い。〃 〃ノ以前と同様に善行に 〃

4〃 比丘達が講堂で 〃!〃 議論をしていま した。悪行 〃

5〃 座って集ま り … このように比丘達は 〃 〃!人 々の … 以前と同様に善行に 〃

6〃 人々は八万年の寿命で!〃 〃 重要な聖典 … 人々は八万年の寿命で 〃

b

1/1/Kauraaと い'前 の 王、大地の支配者、 … がいました。〃 〃ノKauraiPia王

loこ こでは煩雑になるのを避 けるため
、推定された箇所 も()で 示 さない。
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の … が 住 ん で い ま した。 〃ノ

2〃 ノNyagrodhaの 木 の王 が あ りま した 。ノ》y硬削 伽 の木 の 王 、SuprattSthitaに は 〃ノ

3〃 ノ さて 、バ ラモ ン のAranemiZ〃111人 里 離 れた 場 所 に 行 き暮 して い ま した が 、以 下 の よ う

な 考 え を抱 き ま した。 〃ノ

4〃 ノ人 々 の … 以 前 と同様 に 善行 に 〃ノ 〃ノ頭 髪 を落 と して 、袈 裟 を着 て 〃!

5〃 ノ私 は 出家 しよ う。 さて 、バ ラモ ンのAranemiは 〃!〃 語 りま す。 若 者 達 よ。 〃ノ

6〃!以 前 と同様 に善 行 に!〃 〃ノ袈 裟 を着 て 〃ノ

『中阿含経』巻40「 阿蘭那経」

「爾時。諸比丘於中食後集坐講堂』論如是事。諸賢。甚奇。甚奇。人命極少。要至後世』癒作

善事。磨行梵行。生無不死。然今世人於法行。於義行。於善行。於妙行。無為無求。彼時。世

尊在甕行庭 以浮天耳出過於人。聞諸比丘於中食後集坐講堂。論如是事。諸賢。甚奇。甚奇。

人命極少。要至後世。磨作善事。磨行梵行。生無不死 然今世人於法行。於義行。於善行。於

妙行。無為無求。世尊聞已。則於哺時從燕坐起。往詣講堂。在比丘厭前敷座而坐。問諸比丘。

汝論何事。以何等故集坐講堂。

時。諸比丘白日。世尊。我等厭比丘於中食後集坐講堂。論如是事。諸賢。甚奇。甚奇。人命

極少。要至後世』磨作善事b磨 行梵行。生無不死 然今世人於法行。於義行。於善行。於妙行。

無為無求。世尊。我等共論此事。以此事故集坐講堂。

世尊歎日。善哉。善哉。比丘。謂汝作是説。諸賢。甚奇。甚奇。人命極少。要至後世。磨作

善乳 磨行梵行。生無不死 然今世人於法侃 於義徹 於善行。於妙行』無為無乳 所以者何。

我亦如是説。甚奇。甚奇。人命極少。要至後世。磨作善事。磨行梵行。生無不死。然今世人於

法行。於義行。於善行。於妙行。無為無求。所以者何。乃過去世時。有厭生壽八萬歳。比丘。

人壽八萬歳時。此閻浮洲極大豊樂。饒財珍賓。村邑相近。如鶏一飛。比丘。人壽八萬歳時。女

年五百乃當出駄 比丘。人壽八萬歳時。唯有如是病。謂寒熱大小便欲不食老。更無除患。

比民 人壽八萬歳時。査王名韮聾 為轄輪王。聰明智蕊 有四種鼠 整御天下。由己自在。

如法法王成就七寳。彼七寳者。輪寳象賓馬賓珠賓女寳居士寳主兵臣寳。是謂為七。千子具足。

顔貌端正。勇猛無畏。能伏他厭。必當統領此一切地。乃至大海。不以刀杖。以法教令。令得安

隠 比丘 拘牢婆王有梵志、名阿蘭那大長義 為父母所塁 受生清瀧 乃至七世父母不絶種族。

生生無悪博聞総掩 訥過四典経 深達因縁正文戯五句醜 比丘 梵志阿蘭那有無量百千摩納磨。

梵志阿蘭那為無量百千摩納磨住一無事虚。教學経書。

爾時。梵志阿蘭那濁住静庭。燕坐思惟。心作是念。甚奇。甚奇。人命極少。要至後世。磨作

善事。慮行梵行。生無不死。然今世人於法行。於義行。於善行。於妙行。無為無求。我寧可剃

除髪幾 著袈裟衣 至信捨家無家學道 於尾 梵志阿蘭那往至若干國厭多摩納磨所 而語彼 日。

諸摩納磨。我獅住静庭。燕坐思惟。心作是念。甚奇。甚奇。人命極少。要至後世。磨作善事。

磨行梵行。生無不死。然今世人於法行。於義行。於善行。於妙行。無為無求。我今寧可剃除嶺
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「阿蘭那経」に比定されたSHT所 収梵語断片について

髪。著袈裟衣。至信捨家無家學道。諸摩納磨。我今欲剃除頻髪。著袈裟衣」

(「に01,no.26,682b13-683a8)

3.SHTI324+1331+1720の パラレルについて

前節で紹介 した梵語断片のパラレルとしては、SHTで 既に指摘されている 「阿蘭那経」やパ

ー リ仏典の(diraka-sutta>>以外に、これまで指摘されていない以下の二つが挙げ られる。

[漢訳 仏 典]

『六 度集 繧 』 所 収 「阿 離 念 彌 経 」(T.03,no.152,49b24-50b29)

[トカ ラ語B断 片 】

トカ ラ語B3a5-b8

トカ ラ語B断 片 は、Udv.に 対 す る注 釈 書 で あ るUAに 属 す る部 分 で あ り、Udv.113-】4,16に

対 す る因 縁 諏 と して 与 え られ て い る"。 以 下 に は 、「阿離 念 彌経 」 と トカ ラ語Bの 対 応 箇所 を挙

げ る。な お 、 トカ ラ語Bの テ クス トはtranscriptionに よ って表 記 した もの で あ り、TochSprR(B)1

及 びThomas(1983)で 提 出 され た推 定 も加 えて い る12。

[漢訳仏典]

『六度集経』巻8「 阿離念彌経」

「聞如是一時佛在舎衛國優梨聚中。時。諸比瓦 中飯之後坐於講堂。私共講議』人命致短。身

安無幾 當就後世』天人厭物無生不死 愚闇之ん 樫食不施 不奉経道。謂善無福。悪無重秩。

恣心快志。悪無不至。違於佛教』後悔何益。佛以天耳。遙聞諸比丘講議非常無上之談。世尊即

起至比丘所。就座而坐。日。属者何議』長脆封日。屡飯之後。共議人命胱惚不久當就後世。封

如上説。世尊歎日。善哉善哉。甚快。當爾棄家學道。志當清潔。唯善可念耳。比丘坐起當念二

事。一當説経。二當輝息℃ 欲聞経不。封日。唯然。願樂聞之。

世尊即日。昔有國王名日拘猟。其國有樹。樹名須波桓樹。團五百六十里。下根四被八百四十

里。高四千里。其枝 四布二千里。樹有五面。一面王及宮人共食之。二面百官食之。三面罧民食

之。四面沙門道人食之 五面鳥獣食之。其樹果大如二斗瓶 味甘如蜜 無守護者亦不相侵 時。

人皆壽八萬四千歳。都有九種病。寒熱飢潟大小便利愛欲食多年老髄嵐 有斯九病。女人年五百

'ITochSprRB)16Anm .2[Germantranslation】 は 、「阿離 念彌 経」が トカ ラ話B3お ・b81こ対す るパ ラ レル で あ る点

を初 め て指 摘 した。 同時 に、TochSprR(B)17Anm.8[6enriantranslation】 は、 トカ ラ語B3b5-6の 詩句 がバ ー リ仏

典 の《dirakO-su'tm)にも見 られ る点 を指 摘 して い るが 、 「阿 蘭 那経 」 には言 及 してい な い。 なお 、TochSprRB)1の

改訂版 を 目指 したThomas(1983:26-27【transliteration】,143-146【commentary】)に は 、対 応 す るパ ラ レル に っい て新

しい情 報は 与 え られて い ない 。
i2Thomas(1983:26 -27[transliteration],143-144[commentary])を 参照 。なお 、こ の断 片は 現在 失 われ て お り、原 文

書 を調 査 した上 で の転 写 を与 え る事 はで きない。 なお 、 トカ ラ誘BのUAの 最新 の 転 写 と して は、 玉井(2011:

83-85)が 利 用 可能 で あ る。 ただ し、 写真 が 公開 され てい な い部分 につ い て は、TochSprRρa)1の 読み を採 用 して

お り、Thomas(op.cit.)を 参 照 して いな い た め、筆 者 のテ クス トとは相違 す る箇所 が あ る事 をお 断 り してお く。
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歳乃行出嫁。時 可 念彌 財賄無 念彌自惟。壽命甚促。無生不死。賓非己有。数

致災胤 不如布施以濟貧乏。世榮錐樂。無久存者。不如棄家。損臓濁執清潔。被袈裟作沙門。

即詣賢厭受沙門戒。凡人見念彌作沙門。敷千除人。聞其聖化皆覧無常。有盛即嵐 無存不亡。

唯道可貴。皆作沙門。随其教化。

念彌為諸弟子説経日。人命致短。悦惚無常。當棄此身就於後世。無生不死。焉得久 長。是故

當絶樫食之心。布施貧乏。捻情振欲。無犯諸悪。」(T.03,no.152,49b25-c29)

[トカ ラ語Bテ クス ト]13

B3a5-b3

a

5nPt・kaり 敏 伽 熔 廟 ω 〃η仰 砂噸1働5'mdisldt伽 りrgdrafis働 ㎞8働 π'‡samyemmdu

卿1dnゆ 伽 盈 廊 螂o-

6`勉Sa翼'5伽 ηα」patS‡wηo加'(tan)e∫ η4'spe〃 陀 〃置d〃lraulskO]〃 蒼=ersen〃 カ90妙4翼5日

ρ輔 伽 ρ峨1(cainatS)宛 吻 ・πε 伽utSnesa伽ijtp1(り ε0ψ ザtcle。 卿 η8‡ ρ蘭 日

sam励 ε仰udfiddetemddetd.pldicsas〃licerア 鯉 一

7廊 δハ2ρ の庶η3幽re‡pa」rdte〃1ε 〃lavaソk刀ε 蜘5「ntau5a7励 葦ロ'spptdcα 趣伽=aurtSesa‡

灘π7ve励 刎wロoα'伽 ε'am加dり 伽 ε91sura"伽 施 〃1厩m'ai∫ 伽 一tSwlo

cw'va -〃9}11eptS伽 なθπ1岡

8吻 ・tS・ ‡ 師m伽=・kO・t・ ・wibessa'(・k・b纏 πリ1勉1ω 菰1セ1π ε瑠 ㏄ ・=」 ・鋤 伺

肋 磁 吻 ‡ 卿=d(ntSeme)mtst7伽 りψ なθCw・ わ 棚cε加ε加wε 糊 卯 り・8蹴剛)砲1qソ'‡

Sttalrc=dnttS]emePt・sttm7enillt1(w)esip)伽=dntSememl(w)d(sa)

b

192〃ld伽 』77@加uceoんo励 ロ't■sa1(kgw{～yε η3α りw」ワ酩 ε加td5η4〃 ρ色♪たり励nsyem‡ 鯉

伽 彪 〃・ ・曜 塘 加・脚ra・ ・加'痘 ・加磁 ・'・ 漁 ・加 一 ・勧 δ如 セ ‡ 伽 ・a(Pt?tsSaul

sa'5㎞ ∫〃 〃mneptijk"aa(ra)-

2nen塞 茄 滅滅7セ 蛭tdittdlfie‡ 〃1dintar5k2(m)e5α 〃`あ πηαなfike〃1δ=rsentrdi〃lrauskα 〃7ε93∫ 諏

P・dSkO・(Sau)ltSala・ ・1伽 侮 緬 δ・・鷹 ・ 砒 禰 廠 ・『僧・僧切 伽 μ ㎞ ・・ ‡ …'k・(」)

ア(a)ttSen〃7α伽 ηε"〃laara〃 θ〃吻7〃ipala-

3temos罐 卿 …o傭 ‡nigro'(s?'(ti)tmlfilolrseksumdSldtrdio〃 脚 肋 な加 郷 ρε勉伽=dksassi

(‡)ompakWditゴ7es'aμ 〃(antSe♪Td伽5α'εsuaijSlaij94

t3本 稿で使用す る表記法は
、基本的にTochSprRM)1で 採用 されている方法に従った。

〃 不確かな箇所

θ 校訂者及び筆者によって推定 された箇所
一 欠けているaksara

.:欠 けている子音、若 しくは母音
=:sandhi .
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「阿蘭那経」に比定 されたSHT所 収梵 語断片について

【注 釈 】

a:Thomas(1983:143)の 当 該 箇所 に 対す る注 釈 を参照 。

b:Thomas(1983:144)の 当該 箇 所 に 対 す る注釈 を参 照。

c:Thomas(1983:144)の 当 該箇 所 に対 す る注 釈 を 参照 。

d:TochSprR(B)1:6Anm.13及 びThomas(1983:144)で は 、ara"emiと 再 建 す るが 、この 断 片 中 に

は 、aiaPtemiで は な くaranemiと い う形 式 しか出 現 しな い た め(c£3b1-2,2,4,8)、 こ こで は

aranemiと 再 建す る。 前節 で 挙 げ たSHT1324+1331+1720b3及 びb5も 参 照 。

e:TochSprR(B)1:11A㎜.13【transliteration】 で 指摘 され て い る よ うに、 こ こで は 単 数 形 が 要 求 さ

れ 、 以 下 の 和 訳 で は そ の よ うに修 正 して 解釈 した。

fSHT1324+1331b4:〃(ateriatlmals'n-m.ry=avatth),akasdydptivas(tr?δtpay7=dc(ch)δ(dya)〃 に 基 づ

い て 推 定 した。 なお 、梵 語 と上 で推 定 した トカ ラ語Bで は語 順 が 異 な って い るが 、 このpada

に 要 求 され る音節 配 置(7=4×3)に 基 づ い て い る14。

[和訳1

a

5ま た或る(時 、師)仏 陀は(Srin,astiにある)娩gδ 服 の立派な宮殿に(い ました)。多くの僧

侶たちが話をしていました。

6驚 くべき事だ、人々の命が短い事は。しかし、ここに於いて人々は努力せず、厭世観も起こ

さない。【90】仏陀は(彼 らの)話 を神の(両 耳で)聞 き、(空から)こ の場所に(来 ました)。

仏陀は僧侶達に尋ねました。あなた達はどんな話をしていたのですか。

7彼 らは仏陀に語 りました。仏陀は様々に彼らを賞賛し、詳細に昔の話を語 りました。鯉

閻PX:洲にKaurauと 号'1の 王が いま した91SuratiSthitaと い'喧 の

Nva2rodhaが あ り、その国において木々の王であり、五本の枝を持つ大きなもの(で した)。

8彼 らは果実を食べていましたが、大きな枝についた枝にある果実は味が甘く、(蜜のようで

した)。木の一つ 目の枝か らは(王 が、二つ目からは王に仕える者達が)、三つ 目か らは国の

人々が、四つ 目の枝からは出家 した者達が、五つ目の枝からは動物達が。

b

1【92]こ の時、動物達はお互いに食べ合 う事なく、果実を(食 べていました)。彼 らは不法な

行為をしていませんでした。さて、この王の下に、聡明で慈悲深い(瀦 πηε履 とい う名前の〕

バラモンが(お りま した)。人々の命は六万年でした。

2Aranemiは 考えました。今、人々の人生はひどいものです。彼 らは厭世観を起こさない。【93]

彼は命を恐れ、厭世観を抱きつつ、(袈裟を着て頭を剃 り)出 家 しました。何千万 とい う人々

が、彼 と共に出家 しました。

14こ のpblaに 要 求 され る音 節配 置 にっ い て は
、Thomas(重983:275・276)を 参 照。

一241一



荻原 裕敏

3彼 は常にNyagrodhaの 木の下にいました。そこで彼は弟子達に法を語っていました。彼は命

の不確かさを(扱 いました)。

上に挙げた 「阿離念彌経」とトカラ語B3a5-b3は 、梵語断片中にありながら、「阿蘭那経」に

は言及されていないnyagrodhaの 木と*suprattsthita。に言及するだけでなく15、主人公の名前が

Aranemiと なっている16。この二点より考えて、SHT1324+1331+1720は 「阿蘭那経」よりも、

上で指摘 したように、「阿離念彌経」とトカラ語B3a5・b3に より近い内容を持つと言える17。以

上のように、当該の梵語断片は、対応から見て 「阿離念彌経」に比定する方が妥当であると見

られるが、以下に論証するように、 トカラ語B3a5-b8は 『中阿含経』「阿蘭那繧」と同一の系

譜に属すると見られる点、及び、これまでに知られている トカラ語のUAの パラレルは、部派

を確定する事ができるものについては、説一切有部の文献に関係づけられる点か ら18、この梵

語断片が東 トルキスタン有部所伝の阿含経典に属していた可能性も排除されない19。

4.ト カラ語のUAと の比較

先にも言及したように、 トカラ語B3a5。b8は 、Udv.113-14,16に 対する因縁諏 として与えら

れている。前節で示 したように、この部分に対応するパラレルとして、以前には知 られていな

かった 「阿蘭那経」とパー リ仏典の《加 ㎞測 吻》が付け加 えられた。そのため、これらを含め

た再検討が必要とされる。ここでは、当該仏典に説かれている韻文に注目してパラレルとの比

較を行 う。比較を行 う際に利用する資料は、以下の三種類である。

ん 『六度 集 経 』 「阿 離 念 彌経 」

B.『 中阿 含経 』 「阿 蘭 那経 」

C.パ ー リ仏 典{《ArakO-sutta>)(ANIV:136-140)

なお、比較の対象とするのは上で引用 した部分に続く人生の修さについて主人公が説いた内

容であ り、本稿で利用 したテクス ト全体にっいては、本稿末尾の[TextS]を参照されたい。まず、

注釈が付される対象であるUdv.113-16を 引用する20。

Is「 阿蘭 那経 」が
、nyagrodhaの 木 と。supratisthitaに関す る言及 を欠 く点 につ い ては 、SH7'(vaD:1"Anm.7で 指

摘 され て い る。
16ト カ ラ請B3a5 ・b3で は、Atunemiを 梵 語断 片や 「阿 蘭那 経 」同様 に バ ラモ ン とす るが 、 「阿磯 念 彌経jで は、

「長 者 」 と して い る。 た だ 、 この 物 語 の 主 人 公 の 名 前 に 関 して は 、 パ ー リ仏 典 の 《{,4tnka-stttta)〉に先 行 す る

《{Sunetta-Slttta))(ANlV:135-136)に も注意 すべ き であ ろ う。 即 ち、{6ttnetta-sutta)》に は 、教 え を説 く人 物 と して

ArakOだ けで な くAranemiも 登 場す る。 この点 を考慮 に入 れ る と、ArakOとAranemiと い う名 前 につ いて は、 入

れ 替 えが 行われ た可能 性 も否 定で きない。
17SHTI324+1331+1720と 「阿 蘭那経 」 は

、 人 々の寿 命が 八万 年 とす るの に対 して、 「阿 離念 彌経 」 は 八万 四

千 年 、 トカ ラ語B3a5・b3は 六万 年 としてお り、相 違 が見 られ る。
18百 済(1972)及 び荻原(2011)を 参 照

。
19東 トル キ ス タン有 部 が

、彼 ら独 自の 伝承 に基 づ く阿含 経 典を保 持 して いた とされ る点 につ い ては 、榎本(1982,

19M)を 参 照。
20Bemha【d(1965:99 ●100)。
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「阿蘭那経」に比定されたSHT所 収梵語断片について

 Udv.  I 13 : yathapi tantre vitale yad yad utam samupyate I 

alpam bhavati vatavyam evam martyasya jivitam II 

Udv 114: yathapi va — — — —I 

— — — ghatano bhavati evam martyasya ftvitam II 

Udv. I 15: yatha nadi parvatiya gacchate na nivartate I 

evam ayur manusyanam gacchate na nivartate II 

Udv. 1 16: kisiram ca parittam ca tac ca duhkhena samyutam I 

udake dartciaraftva ksipram eva vinaiyati II

【トカ ラ語B3b3-7】

 Saul attsaik totka iamnamts  nice wriyesce paltakwa atyamts a(k)e[ntaJsa $ (kantw = ars)[a]klamts 

ramt klautso ramt orikolmantse waska(mo) — — .k — [m]a — ($) ------ 

(a)ksame aranemi kassi sw akalslyemts $ klautsne = naiiai pepiltso sau(1)mpa ma spantetra 95 

makte Pia(re) [tn]e panno[wo] kos sarkimpa w(a)p(a)tra (tot)k(a tot masketra $ ma)nt samn(am)ts 

Saul me kos Saim ksa kaunamts mena(m)ts kdtkorne kdrsnatr attsaik postam $ 

makte kautsy = akemane wnolme (me) kos saikam sikont = e(r)k(e)nmai $ tot srukalne(s 

mas)jk](e)t]ra'mant samnamtsb Paull (nakstrii) 96 

wai(me)netse Saul totk = attsaik su $p laklempa rittowo ma no wnolmy aikentra $ Sakatassa sam 

salyye mkt[e] (wa)rne na[ksta]r $e prentse mant samnamts Saul naksta[r] ($ 

ma) stemye ksa (ne)sam saulantse (la)[k]1(e) snaits(n)e tetkak $p [kanmaJssam $ karsnam 

parmaizk sann samnamts mantam pw akalkanta 97 

(tom a)[ra]nemi s(1)okanma aks = akals(ly)em[ts] ce(w pr)e(ke tn)e(k`maka mrau)s[k]a(nte) $ 

skas tmane pikv[la] sau[l](s)amnamts attsaik totjka] cerpts ynan[m] sai latem ost(m)em snai(tsn)e $ 

na[k]e [.]au[1] attsaijk] to[t](k)[a] (yarm s)e

[注釈 】

a:Thomas(1983:145-146)の 推 定 に 従 っ た。

b:Udv.114に 対 応 す る が 、Schmithausen(1970:78)に 拠れ ば 、 こ の箇 所 は 、Rezension1と

Rezension2で 、 以 下 の よ うに テ ク ス トが異 な って い る。

Rez.1:eva(m)martyasya/ivitam

Rez.2:martyjnあ 質ノ肺vitapttathd

トカ ラ語Bの テ ク ス トで は、5伽 ηα鵬 ∫α〃 「人 々 の(∫側〃30`person,man'の 複 数 属 格 形)命 」

と してお り、 形 式 的 に はRez.2に 一致 す るが 、韻 文 の音 節 数 の 制 約21と い う動 機 も否 定 で き

21ト カ ラbigBSaumo`person
,man'の 属格 形 は 、単 数(Saumontse)と 複数(S'dninaPttS)で は 一音 節 の差 が あ る。
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荻原 裕敏

ず 、 ど ち らに 一致 す るか 、 確 定 的 な事 は言 えな い。

c:Thomas(1983:146)に よ る推 定 を採 用 した。

.

「

【和訳]22

人々の命は非常に短い。草の先端の水の滴`の ように)。蛇の舌のように、象の耳のように素

早い … かの師Aranemiは 、弟子達に語 りました。注意深く両耳を傾けなさいa。命を信頼 し

てはいけない。【95】

13ば された糸が 糸と られていて そのF9に残 り かになって しまうように 人々の

命は生きていても、日月が過ぎ去るうちに、ついには切られてしまうb。

14へ と'か れている人が 一 っ墓 へと を進めて
、死へとたどり よ'に 人々

の命は消える。【96]

16は に ち に短いものであり また しみと びついているが 人々はその事に

気づかない。棒でできた線が一瞬にして水中で消えるように、人々の命も消える。

命は永続性を持たない。突然、苦しみや貧しさが訪れる。 自分の親族の希望を切 り、全ての

望みを壊 してしまう。【97]

Aranemiは 、この時、これ らの詩節を弟子達に語 りました。ここに於いて、多くの者が厭世

観を抱きました。人々の命は六万年でしたが、彼 らにとっては、突然価値が少ないものとな り、

貧 しい生活へ と彼 らは出家 しま した。今や、この命はとても短い。

【注 釈]

a:こ の 箇所 に在 証 され るpepiltsoに つ い て はWinter(1962)や 齋 藤(2006:483)及 びMalza㎞

(2010:712-713)を 参 照。

b:こ の詩 節 の 後 半 は 、 以 下 に示 すUdv.118(Bemhard1965:101)の 下線 部 と関係 づ け られ るか

も知れ な い。

ativantihvahoratrd愈"ロ 〃7ω04川 幽 ソ刎ε1

δy繭 船肋 伽7απy伽亟kunadsuyathaudakaml1

「阿離念彌経」

「人之威世命流甚迅。ム命讐若朝草上露須奥即落。人命如此。焉得久長。人命讐若天雨堕水泡

起即滅。命之流疾有甚於泡。人命讐若雷電胱惚。須奥即滅。命之流疾有甚雷電』16V豊 萱墜

杖擁水。杖去水合。命之流疾有甚於此。人命讐若熾火上妙少膏著中。須奥燃盤。命之流去疾於

少膏。13人命讐若織機経縷。稽就減鑑 天命日夜耗損若臨 憂多苦重。焉得久長。人命唇若牽

牛市屠。牛一遷歩。一近死地。人得一日猶牛一歩。命之流去又促於此。人命讐15萱 丞從山工L

n和 訳及び各テクス ト中の波線部はこれ らのテクス トに共通 した詩句であり
、下線部 はUdv.の 詩句を示 してお

り、左上に記 した番号で対応を示 している。
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「阿蘭那経」 に比定 されたSHT所 収梵語 断片 につ いて

聲夜進疾無須実止。人命過去有疾於此。垂夜趣死。進疾無住。人慮世間。甚勤苦多憂念。人命

難得。以斯之故。當奉正道。守行経戒無得毅傷。布施窮乏。人生於世無不死者。」

(T.03,no.152,49c29-50a16)

「阿蘭那経j

「復次。尊師阿蘭那為弟子説法。摩納磨。猶如朝露滞在草五 日出則消。暫有不久。如是。屋

納磨。人命如朝露。甚為難得。至少少味。大苦災患。災患甚多。如是尊師阿蘭那為弟子説法。

復次。尊師阿蘭那為弟子説法。摩納磨。猶大雨時。滞水成泡。或生或滅。如是。摩納磨。人

命如泡。甚為難得。至少少味。大苦災患。災患甚多。如是尊師阿蘭那為弟子説法e

復次。尊師阿蘭那為弟子説法。摩納磨。16猶如以杖投著水中。還出至速。如是。摩納磨。人

命如杖。投水出速。甚為難得。至少少味。大苦災患。災患甚多。如是尊師阿蘭那為弟子説法。

復次。尊師阿蘭那為弟子説法。摩納磨。猶新瓦仔。投水即出。著風熱中。乾燥至速。如是。

摩納磨。人命如新瓦仔。水潰速燥。甚為難得。至少少味。大苦災患。災患甚多。如是尊師阿蘭

那為弟子説法。

復次 尊師阿蘭那為弟子説法 摩納磨。猶如小段肉著大釜水中。下熾然火。速得消鑑 如是。

摩納磨。人命如肉泓 甚為難得。至少少嘘 大苦災患 災患甚多 如是尊師阿蘭那為弟子説法。

復次 尊師阿蘭那為弟子説法。摩納磨。14猶縛賊送至標下殺。随其學足。歩歩趣死 歩歩趨

命鑑 如是。摩納磨。人命如賊。縛送標下殺。甚為難得。至少少味。大苦災駄 災患甚多。女[

是尊師阿蘭那為弟子説法。

復次。尊師阿蘭那為弟子説法。摩納磨。猶如屠見牽牛殺子。随其睾足。歩歩趣死。歩歩趣命

盆 如是。摩納磨。人命如牽牛殺。甚為難得。至少少味。大苦災患。災患甚多。如是尊師阿蘭

那為弟子説法。

復次。尊師阿蘭那為弟子説法。摩納摩。13猶 如tE近 成近詑 如 摩納磨

ム魑 箇迄。甚為難得。至少少味。大若災患 災患甚多。如是尊師阿蘭那為弟子説法。

復次。尊師阿蘭那為弟子説法。摩納磨。15猶 如山水。漫温流疾。多有所漂。水流速駿 無k

停 如 摩納磨 』一'去 無一時 主 如 摩納磨 如駄水流。甚為難得。至少

少味。大苦災患。災患甚多。如是尊師阿蘭那為弟子説法。

復次。尊師阿蘭那為弟子説法。摩納磨。猶如夜闇以杖投地。或下頭堕地。或上頭堕地 或徐

臥臨 或堕浄虚。或堕不浮威。如是。摩納磨。厭生為無明所概 為愛所繋。或生泥梨。或生音

生。或生餓鬼。或生天上。或生人間。如是。摩納磨。人命如闇杖投地。甚為難得。至少少味。

大苦災患。災患甚多。」(T.01,no.26,683a28-c18)

 AN 1V: 7.2.2.10. Araka-sutta (AN IV: 136-140) 

$eyygthppi12rphmana. tirtaggg ussavabindu suriye:tggacchanle khippamevg pativigacchati nq 

ciratthitikam hoti. evam eva kho brahmana. ussavabinadupamamjivitam manussanam parittam lahukam 

bahudukkham bahupayasam, mantaya boddhabbam. Kattabbam kusalam, caritabbam brahmacariyam.
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 Natthi jatassa  amaranam. 

Seyyathapi brahmana, thullaphusitake deve vassante udakabubbulat khippameva pativigacchati no 

ciraghitikam hoti, evam eva kho brahmana, udakabubbulupamam j vitam manussanam parittam 

lahukam bahudukkham bahupayasam, mantaya boddhabbam. Kattabbam kusalam caritabbam 

brahmacariyam. Natthi jatassa amaranam. 

Seyyathapi brahmana, udake dar laraji khippam yeva pativigacchati, na ciratthitika hoti, evam eva 

kho brahmana, udake damlarajupamam jrvitam manussanam parittam lahukam bahudukkham 

bahupayasam mantaya boddhabbam kattabbam kusalam caritabbam brahmacariyam.: Natthi jatassa 

amaranam. 

15Sewathapi brahmana, nadipabbatevya durangama sighasota haraharini natthi so khano va layo va 

muhutto vet yam satharati, atha kho sit gacchateva vattateva sandateva, evam eva kho brahmanq 

nadipabbateyyupamam jivitam manussanam parittam lahukam bahudukkham bahupayasam, mantaya 

boddhabbam. Kattabbam kusalam caritabbam brahmacariyam. Natthi jatassa amaranam. 

Seyyathapi brahmana, balava puriso jivhagge khelapindam sann"uhitva appakasireneva vameyya, 

evam eva kho brahmana khelapindupamam jrvitam manussanam parittam lahukam bahudukkham 

bahupayasam, mantaya boddhabbam. Kattabbam kusalam caritabbam brahmacariyam. Natthi jatassc 

amaranam 

Seyyathapi brahmana, divasasamtatte ayokatahe mamsapesi pakkhitta khippamyeva pativigacchati, 

na ciratthitika hoti, evam eva kho brahmana, mamsapesupamamA tam manussanam parittam lahukam 

bahudukkham bahupayasam, mantaya boddhabbam. Kattabbam kusalam caritabbam brahmacariyai 

Natthi jatassa amaranam. 

Seyyathapi brahmana, gavi vajjha aghatanam niyamana yanr adeva pada»! uddharati santikeva hot 

vadhassa santikeva maranassa, evam eva kho brahmana, gavl vajjhupamam jrvitam manussanam 

parittam lahukam bahudukkham bahupayasain mantaya boddhabbarn. Kattabbam kusalam, caritabbam 

brahmacariyam, natthi jatassa amarananti.

・

上の比較か ら、説一切有部に属するとされている漢訳 『中阿含経』所収 「阿蘭那経」でもお、

Udv.113-16は この物語と結びついていた点、及び 「阿離念彌経」やパーリ仏典の《dirakO-sutta>}

についても、Udv.113。16の一部、若 しくはそれに類似する詩句が含まれているだけでなく、「阿

蘭那経」・「阿離念彌経」・<<Arako-sutta>>の三者間で共通する詩句も見られるといった点が窺える。

この点に注目す るならば、この三者は同一の系譜にあると言え、経典の発展や増広 とい う過程

を考えると、 トカラ語B3a5・b8の 因縁課は、実際にどの段階を反映 しているかを確定できない

にせよ24、この物語をUdv.113-16に 関連づけているという点では、説一切有部内部の伝承を良

as漢訳 『中阿含経』の部派帰属にっいては、榎本(1980)を参照。
24『法苑珠林』巻63に 見られる以下の箇所は 「阿離念彌経」と字句の出入りはあるものの、基本的には同じ内

容を伝えている。「又盤 云』一 五百六十里風 下根周匝八百四十里。
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く保存 してお り、東 トルキスタン有部所伝の阿含経典から引用 された可能性 を指摘する事がで

きよう。

トカラ語UAの 成書過程に関する筆者の推定、即ち、Udv.の 各詩節には、全てではないにし

ても、ある程度は関係づけられる因縁諏が存在 し、トカラ仏教において注釈書を編纂する際に、

ある詩節にっいては、それがそのまま採用され、ある詩節については別の物語が因縁諏として

利用され、現在残 されている形のUAと して成立したのではないかとする立場に立てば、 トカ

ラ語B3a5・b8は 詩節 と因縁諌の関係が維持された例に分類され る事を、以上の比較の結果は示

していると言える2S。

このような詩節 と因縁課の関係が維持されたと推定される例として、筆者はUdv.XV1と そ

れに対 して与えられた教理的解釈の例を挙げておいたが26、この他にも既に比定 されたものの

内、Udv.XXI1-7と その因縁諏27を指摘する事ができる。トカラ語A断 片No.217-218がUdv.XXI

1。7の因縁諏として、悟 りを得た仏陀がベナレスに赴く途次、Upagaに 出会 う話を紹介してい

るが、このような注釈は 『出曜経』巻20(T.04,no.212,717b17-)で も同様である28。なお、この

話は仏伝 を含めて色々な仏典で語 られてお り、西域北道将来の梵語断片中に含まれるCPSに も、

この挿話は確認 され、順序は異なるものの、Udv.XXI1-7が 仏陀によって語られている29。また、

漢訳 『根本説一切有部毘奈耶破僧事』(T.24,no.1450,127a14-25)や 『中阿含経』「羅摩経」(T.01,

no.26,777b10-27)30と いった有部文献にも知られてお り、Udv.XXI1-7の 内のいくつかが関係

づけられている。

5.ト カラ語BのUAに 取 り込まれた阿含経典について

これまでは、 ドイツ所蔵の梵語断片SHT1324+1331+1720を 手かが りに、 トカラ語Bの 断

片を含めて、それに対応するテクス トを比較する事によって、 トカラ語BのUAが 彼 らに知 ら

れていた説一切有部の仏典 ・伝承を引用 した可能性について指摘 した。 これまでの議論で述べ

たように、UAに は トカラ仏教に伝えられた説一切有部の仏典 ・伝承が取 り込まれているとす

高四千里。枝四布 匝二千里。樹有五果。道有五面。一面者國王與宮内諸伎女共食。二面者 大臣百官皆共食之。

三面者人民共食之。四面者諸縁道士共食之。 五面者飛鳥禽獣共食之。果如升瓶。 其味甜如蜜樹。 無守者果分不

相侵。時人壽八萬四千歳。有九種病。一寒二熱三飢四渇五大便六小便七愛欲八食 多九年老。女人年五百歳。爾

乃行嫁。」(T.53,no.2122,768a6-16)。 この引用箇所に当たる部分は現在の 『雑阿含経』 には確認 され ないが、も

し実際に 『雑阿含緻 からの引用であるとすれば、『雑阿含経』には失われた部分が存在 していた事にな るだけ

でな く、SHT1324+1331+1720と 同様 、樹木に言及す るこの種の経典が含 まれてお り、 トカラ語Bの テクス ト

は、 この系統の阿含経典に属 していた可能性が浮上する。なお、現存の漢訳 『雑阿含細 に混乱が見られ、失

われた部分が存在 している点については、向井(1985)を 参照。
2sUAと 同様にUdv .の注釈である有部所属とされる漢訳 『出曜経』の これ らの詩節に対する注釈(TO4,no.212,

614cl1-)で は、この物語 とは異なった注釈が与えられてい る。なお、『出曜緻 の部派帰属や成立過程 について

は、平岡(2007a)を 参照。
26荻 原(2011)を 参照

。
27SiegandSiegling(1933)を 参照

。
28SiegandSiegling(1933:167)に 拠 ると

、P吻脇@謝 伽 によるチベ ッ ト躇の注釈でも同様の挿話が付されている。
29B㎝ha=d(1965:278 ・280)を参照。
30ド イツ所蔵西域北道将来の梵籍断片SHT1332a+董493は 「羅摩経」に対応する断片に比定 されているが

、残

念ながら、この箇所に対応する部分は残 っていない。
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るならば、漢訳仏典やパーリ仏典を参考にして、西域北道に流布 していた阿含経典を、UAに

用いられた素材か ら回収する事ができるように思われる。以下、このような例 としてUdv.1

28-29に 相当する部分を検討するが、議論に必要なUdv.130も 含めて、Udv.128-30を 先に挙げ

てお く31。 ・

 Udv.  I 28: jiryanti vai rajarathah sucitra hy atho sariram api jaram upaiti I 

satartt tu dharmo na jaram upaiti Santo hi tam satsu nivedayanti II 

Udv. I 29: dhik tvam astu jare gramye virupakarani hy asi I 

tatha manoramam bimbam jaraya hy abhimarditam II 

Udv. I 30: yo pi varrasatam jtvet so p1 mrtyuparayanah I 

anu hy enam jara hanti vyadhir va yadi vantakah II

[B5a1-b8]32 

a In,nok pudn"a[k]t(e maskitra sra) 

2 vasti spe sarikampa$kokaletstse iyoy su prasenaci walo ot t sem kautate koklentse waiptar 

  pwenta kaskante$wa[lo] (rano) 

3 ce„ preke iaultsa Oka sklo[ka]tstse 66 jetavamne pudnaktes masa yarke ynan"miiesa t 

  kokalentse kautalne preksa po[ysimJ (ot) 

4 walo$mai /i takam laitaln`e wrocc = asanmem lamntunne$epe wat no saulantse nyatseni 

ste nesalle * 67 wn"ane[i] (po-) 

5 ysi karuntsa ma tann`yatstse solantse*mar r = asanmem laitalne cern sklok ptarka palskomem 

$ kos tne nakta pelaikni (po) 

6 saissents = anaiwacci$tary=akane pudnakte teki ktsaitsn"e sru[kalne] 68 tommatakom 

saissene ma Ake tsariko(y) [puJdn"akte t torn nyatstse-

7 nta wikiissis poyiinta Inc tsenkemtar t turners.; wena skamai[yyaJ 1(a)nte palsko mrauskatsis t 

kokales[sJe (meil)[aJksa slok ce went' jkii J 

8 tkr = artho 69 kwre, ntar kink kokal[y]i [o]lyapotstse parsanci$tai[k](n)esak ra kektseni 

  katsai(tsan"ne yanmaskem t krentamts rano) pelaikne 

b 

1 ma ktsaitsanne yanmassam t krenc no c(ai po) kr(e)ntamne sarsaskemne eilw(et)sts(e) 70

31Bemhard(1965:105-106) 。な お、B5b7の 記載 か ら、後 半 の部 分はUdv.129。31に 対す る因縁 騨 で あ る事 が 窺 え

る。
32TochSprRaS)lt9 ・11【Germantranslation],1415【transcription】 。 この断 片はThomas(1964:53-54)で も取 り上 げ ら

れ て い るが 、 基 本 的 に は 同一 の 再 建 が 為 され て い る。 ま た 、Thomas(且983:29・30Etranslitemtion],148・150

[commentary])も 参 照。 なお 、 この断 片 も現在 は 失われ て お り、原 文書 を調査 した上 で の転 写 を与 える事 は で き

ない。
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2 

3 

4 

5 

6 

7 

8

 matte]  mesk[i] se[ssJ(anmos sanmanmasa koklentsea $) [ma]nt a-

stassi meski tne snor passontsa sessanmos t anaisai kwri pa(pa)s[s]os walke k[l]yentar k(o)kalyi 

$ k(ar)ts(a rano) k[e]ktse(ne) ramer sla-

afar sananne 71 allok nano presyaine sravastine ma(skita)r naktemts nakte pudnakte lac 

lenamem (tso)rikaiko$kauc ka kaum sai 

parkawo lyama poysi asamne$sarye wassi rutkate kaunai sark kauc yam$ate 72 lyam = 

anande kenisa (a-) 

lyinesa anlapi $ pudnaktentse kektsenno klawatene lyawane$wena poysims anande lkantarc 

nakta (indri-) 

ntamls t allek tesa nesalyireb feline warnai pisantso 73 kautalane yetsentse misamts 

lkantajr]c ilarn"e $ taisa tern ste a[na](nda snai) 

ersna sste ktsailsanne $ tumem wena pudnakte sarikascai ta„ wertsyaine $ tarya Spellman 

slokanma nweccemts traike wikassi(s 74) 

hilt t(w)e takoyt (kts)[aitszjnne karpye yakne ma klyomo $ [yo]l[ai] erepate twe yamassenca 

wnolmenjts]o $ taiknesa cwi pa[IJ(sk)jor — — —

1注釈]

a:TochSprR(B)1:10A㎜.6及 びThomas(1964:53)で は 、koklentseSdumanmasaと 再 建 して い るが 、

Thomas(1983:14)で は韻 律 の音 節 配 置 に従 っ て 、Sdin励anmαsakoldentseと い う再 建 を提 示 し

て い る。 こ こで は後 者 に従 っ た。

b:こ の トカ ラ語 の表 現 は 、パ ー リ語 の パ ラ レル に見 られ るafifiathatta-`change,alteration'(Cone

2001:47a)に 対応 す る。

c:残 存 部 分 の 最 後 に 見 られ るpditl7(sk)lo1と い う再 建 に つ い て は 、Thomas(1983:150)を 参 照 。

なお 、TochSlprR(B)1:11[Germantranslation】 に は 、訳 文 に`denGeist'と 見 られ るだ けで 、 トカ

ラ語 の再 建 形 は提 示 され て い な い。

【和 訳]33

a

1ま た或る時、仏陀は僧伽 とともに、
び

2Srdivastl'の 近くに(お りま した)。その時、車に乗ったPrasenOjit王 が進んでいました。車の

車軸が壊れ、車輪の輻がバラバラに散 りました。(一方)、王は、

3こ の時、命が気がかりになりました。[66]Jetavanaに いる仏陀の下に行きま した。その時、

尊敬と敬意を以て、王は仏陀に車が壊れた事を尋ねました。

4ま さか、偉大なる王座から落ちる事が私に起こるのでしょうか。若 しくは、私に命の危機が

33和 訳 文 中
、Udv.128,29に 対 応す る部分 を下線 で示 す。
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生じるのでしょうか。[67】 仏陀は、

5慈 悲の念を以て彼に言いました。あたなには命の危険もありません。また、王座から落ちる

事 も(あ りません)。心から、このような疑いを捨て去 りなさい。神よ。全ての人々には、

6望 ましくない法が何と多い事か。仏陀は、彼に病 ・老 ・死の三つを語 りました。【68】世界

にこれ らのものがなかったなら、仏陀は現れなかったでしょう。これ らの危険を

7追 い払 うため、諸仏がここに現れているのです。そこで、十の力を持つ者は、王の心に厭世

観を抱かせるために言いました。彼は、車の比喩を以て、この深い意味を有する

8詩 節を語 りました。[69】za王 の車は、どんなに華麗であっても古びてしま う。正に、それ

,と同様に身体は老いに 健 する。 しかし、善人達の)法 は、

b

1老 いに達 しない また これらの 人達は たに 全ての 善人達に それを知らしめる。

[70](車 の)継 手が(紐 で)結 びつけられているように、

2骨 の継手は腱 と筋肉で結びつけられている。もしも注意深 く保たれるなら、車は長い間存在

する。(しかし)、良い身体でも、すぐに、

3そ の本来の姿を現す。[71]ま た或る時、神々の神、仏陀はSrth,astiにおられた。朝、彼は

住房を出まし彪 太陽は既に高く

4昇 っていました。仏陀は座に座 りました。彼は上衣を脱いで、背中を太陽に向けて高く晒 し

ま した。[72】 痴4η44は 脆き、

5両 の手のひらで仏陀の体を擦 りました。痴 αη必 は仏陀に言いま した。神 よ。

6あ なたの目などの五つの感覚器官に変化が見られます。【73】あなたの皮膚が裂け、肉が垂

れ下がっているのが見えます。正にその通 りです。加 側面 よ。

7老 いは醜いものです。そこで仏陀は、僧伽の集団の中で、若贈 曽侶達の困惑を追い払 うため、

素晴 らしい三っの詩節を語 りました。(【74])

829あ あ 老いよ あなたは し しくはない あなたは 々の'を るもので

そのように、その心 …

筆者が調査 した範囲では、上に訳した トカラ語テクス トのパラレルとしては、以下のものが

指摘され るが、これ らは、全体に対応するパラレルと、Udv.128を 扱 うB5a1-b3及 びUdv.129-31

を扱 うB5b3-8に 対応するパラレルの三つに大きく分ける事ができる。

0.B5a1-b8:Udv.128-29

【漢 訳 仏 典 】

『増 登 阿 含 経 』26.6[=T.02,no.125,637a18-638a1】:Udv.129-30

A.B5a1・b3:Udv.128

[パ ー リ仏 典 】
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「阿蘭那経」 に比定 され たSHT所 収梵語断片 につ いて

SNI3.L3:Udv.128

【漢 訳 仏 典 】

『雑 阿 含 経 』 「1240経 」:Udv.128-3034

『別 謬 雑 阿 含 経 』 「67経 」:Udv.128-30

『出 曜 経 』 巻2【=T.04,no.212,620b19℃121:Udv.128

『佛 説 無 常 経 』 巻1「M7,no.801,745c15・746a4】:Udv.128-30

B,B5b3・8:Udv.129

[パ ー リ仏 典]

SNV4.5.L:Udv.129-303s

[漢 訳 仏 典]

『出 曜 経 』 巻2【=T.4,no.212,620c13-20】:Udv、129

0.B5a1-b8に 挙げた 『増萱阿含経』巻18は 重要な部分であり、最後に検討する事として、最

初に、その他のテクス トを引用する。以下の引用中、A.B5aI・b3に 関連する箇所を下線で、B.

B5b3-8に 関連する箇所を波線で示す36。

 [A. B5a1-b3: Udv. I 28] 

SN I 3.1 3. Raja (SN 1: 70-71)

Savatthiyam Ekamantam nisinno kho raja pasenadi kosalo bhagavantam etad avoca atthi nu kho bhante 

jatassa annatra jaramarana ti. Natthi kho maharaja jatassa annatra jaramarana. Yepi te maharaja 

khattiyamahasala addha mahaddhana mahabhoga pahitajataruparajata pahutavittupakarana 

pahutadhanadhan'ia. Tesampi jatanam natthi an`natra jaramarana. Yepi te maharaja brahmanamahasala 

addha mahaddhana maha bhoga pahutajataruparajata pahutavittupakarana pahutadhanadhanna 

Tesampi jatanam natthi annnatra jaramarana. Yepi te maharaja gahapatimahasala addha mahaddhana 

mahabhoga pahutajataruparajata pahutavittupakarana pahutadhanadhanna tesampi jatanam natthi 

ardiatra jaramarana. Yepi te maharaja bhikkhu arahanto khinasava vusitavanto katakaraniya ohitabhara 

anuppattasadattha parikkhinabhavasannojana sammadannavimutta. Tesampayam kayo 

bhedanadhammo nikkhepanadhammoti.. 
28Jiranti ve rajaratha sucitta atho sarirampi jaram upeti 

Satanca dhammo na iaram upeli santo have sabbhi pavedavanti.

『雑阿含経』巻46「1240経 」

M『 雑 阿 含縄 「1240経 」 に対 応 す るUdv .の詩 節 は 、榎本(1994:52)に も指 摘 され て い る。
3sこ のパ ラ レル は

、TechSprRM)ltlOAnm.81Gefinantranslation】 で 指摘 され てい る。
36以 下の パ ラ レル にはUdv .130も 含 まれ て お り、 この部 分 は二重 線 で表 示す る。
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荻原 裕敏

「如是我聞。一時。佛住舎衛國紙樹給孤猫園。壁Ω_幽 匿匡猫静思惟。作是念。此有三法。一

切世間所不愛念 何等為三。趙老病死 如是三法。一切世間所不愛念。若無此三法世間所不愛

者。諸佛世尊不出於世。世間亦不知有諸佛如來所畳知法為人廣説。以有此三法世間所不愛念。

謂老病死醜 諸佛如來出興於世。世間知有諸佛如來所冤知法廣宣説者。波斯匿王作是念已。i來

凱 稽首佛足。退坐一面。以其所念 廣白世賦 佛告波斯匿玉 如是 大乱 如足 大王。

此有三法。世間所不愛念。謂老病死。乃至世間知有如來所畳知法為人廣説。爾時。世尊復説倶

言。

28亟 竃皇 塑

些身塵 § 遷移會壁老

唯如來正法 無有衰老相

墓逝型 童 丞到塞
29但坦塵 醜懸

塞盤 迷魅愚赴
30董ム垂i亟 鯉 至

老病競追逐 旦墜 堕竃

佛説此経已。波斯匿王聞佛所説。歎喜随喜。作禮而去。」(T.02,no.99,339c19-340a13)

『別課雑阿含経』94「67経 」

「如是我睨 二晦 佛在舎衛國紙樹給孤濁風 堕 匿匡於閑静慮 作是思惟』世査三塗_
一者可 二不可・ 三不可追念 可謂可 震老也 何謂不可'謂 病也 何謂不可追

念 所謂死也 波斯匿王思唯是巳 即從坐起。往詣佛尻 頂禮佛巳 在一面坐。旦健宣。世尊。

我於静盧作是思惟。世有三法。一者可憎。二者不可愛。三者不可追念。何謂可憎。所謂老也。

何謂不可愛 所謂病也 何謂不可追念』所謂死也。幽 韮』如是 如是 此三種法實如王言。

佛言。大五 世間若無此三。佛不出世。亦不説法。以有此三娩 佛出世為厭説法。爾時。世尊

即説偶言。
28ヨ塑 盛 塑

塵 塁敗 処身必鑓老

窒迭塞i塞老 塵 塑 位重
卸1購 撫 識 色

幽30塑

必入干死脛 塑

鯉 聾

i撮心勤精進 了知生邊際

勝彼魔軍厭 度有生死岸

佛説是已。諸比丘聞佛所説。歓喜奉行。」(T.02,no.100,397a9-b2)
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「阿蘭那経」に比定されたSHT所 収梵語断片について

『出曜経』#2

「28型 璽 盤 法能除苦 宜以ヵ塁

萱鎧鐡 國紙樹給孤濁園。爾時斌多比丘白世尊日。如來今日年已書老。肌膚野緩不奥常同。

佛告比丘。如是如是。如汝所言。我年已老。設當持戒梵行比丘。以如來身安慮高床周行四海。

錐與恭敬以報重恩。然我本修無僑慢心自謹成佛。吾不説是。老則形婁喩如故真 所謂故車者。

王E'E以 金銀劾 或水精1雑 廊其n派 歳猶有朽 況四大身筋纏血

厭事合集乃成此形。父母所造。十月懐抱推温去瀧 随時購視乃名為人。唯有明智能除此苦。以

法自將訓講未悟。加以椹化磨適無方。宜以力學。稻佛世尊誘導之言。以無諭諮蜀除妄見。不犯

身口意行。以第一義充飽一切。將育厭生。行不漏失無櫃畏者。謂佛世尊如來弟子。教訓弟子以

禁防非。爾時世尊知彼内心有所趣向。尋究本末。亦與後世罧生示現大明。使正法久存於世。在

大厭中便説此偶。

28老則塑 髄 政皇 法能除苦 宜以ヵ塁

諸比丘聞佛所説。歓喜作禮而去。」(T.04,no.212,620b19・c12)

『佛説無常経』巻1

「如是我聞。一時薄伽梵在室羅伐城逝多林給孤凋園。j壁遡造 諸芯鯛。有三種法。於諸世間是

不可愛。是不光澤。是不可念。是不構意。何者為三。謂老病死 汝諸芯鯛。此老病死於諸世間

不可 ・ 不 不可念 不構意 若老病死世儲無者 如來磨正等 不出於 為塁

厭生説所讃法及調伏事。是故磨知此老病死。於諸世間是不可愛。是不光澤。是不可念。是不稻

意。由此三事。如來磨正等覧出現於此 為諸思生説所謹法及調伏事。

爾時世尊重説頒日。

28麟 豊塞1N
,2gemp11IEEII}

一 墾 萱塞
29些盤 謹 一

aStsmeg1Eaeei灘
30幽 … 終錦不免無常逼

璽 恒與厭生儂無利

爾時世尊説是経已。諸芯籾厭天龍藥叉捷悶婆阿蘇羅等。皆大歓喜。信受奉行。」

(T.17,no.801,745c15・746a4)

 [B. B5b3-8: Udv.  I 29] 

SN V 4.5.1. Jara (SA V: 216-217) 

Evam me sutam Ekam spmavpm Bhagava Sa vauthivam viharati Pubbarame Migaramatupasade II II 

,Tena kho pana samayena Bhagava sayanhasamayam patisallana vutthito pacchatape njsinno hotl 

pitthim otQpctvamano II II Atha Icho ayasma Anando yena Bhagava tenupasankami II upasar kamitvQ
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荻原 裕敏

 ;ha!fvs hiv%•- ' :~••a an ani .7 '~% 'isi a"' am •a• a • a II 

Acchariyam bhante abbhutam bhante na ceva dani bhante Bhagavato lava parisuddho chavivanna 

pariyodato sithilani ca gattani sabbani baliyajatani purato pabbharo ca kayo dissati ca indr{yanani 

c ji athattant cakkhundriyassa sotindriyassa ghanindriyassa jivhindriyassa kayindriyassa ti 11 II k van  

hetgtltApansla hqti jaradhammo yobbanite vyadhidhammo arogye maranadhammoft-vite na ceva tam 

parisuddho hoti chavivanno pariyodato sithilani ca honti gattani sabbani baliyajatani purato pabbharo 

ca kayo II dissati ca indriyanam ann`athattam cakkhundriyassa sotindriyassa ghanindriyassa II Pe 11 

kayindriyassa ti II II Idam avoca Bhagava II idam vatva ca sugato athaparam etad avoca sattha 11 II 
 29/Jhilam jammifare atthu IIdubbannakaranifare II 

lava manoramam vimbant II jaraya abhimadditant II II 
30

.YQpi vassatam iivv II so pi maccuparayano II 

na krncLnarivaiieti II sabbam evabhimaddati ti II II

『出曜経』巻2

「29!膿 至 魚懇膿 艘 嘘 老麗 薩

茸鎧廷羅閲城迦蘭陀竹園所。爾時尊者阿難著衣正服。偏露右腎長脆叉手白佛言。世尊。今観如

來形 色'諸 根野緩形状 眼根耳 舌身 根 常肩 告 如是如 如汝所言

薩 。能使極妙殊特之容饗為異色。諸根具満能使飲漏。與病結伴與死並流。色力豪貴財富

盈溢能使闘減。身髄平正内理充滞。能使倭歩悪杖而行。髪如紺青亦如蜜王猶如純黒 能使婁白

髪落不住。眼如牛胸白黒分明。能使目中生膚院署。額如油光晃呈照曜。能使面鐵状如皮燃 歯

如白珂亦如白雪新穀牛乳。如烏賊魚絶白胞滞。上下齊平観無厭足。能使凋落虫鵬疹痛。取要言

之。於捷沓和。阿須倫。迦留羅。甑陀羅。摩休勒。人及非人。能使衰耗無少肚心。痛中之苦莫

甚於老。是雄 目。
29雌 負饗佐藝 少時如意 盤

如來世尊以三十二相而自纏絡。八十種好殖i嚴其身。圓光七尺無冥不照。八種音聲遠震十方。猶

為老病所見翻階 況威凡夫得免此融 以此因尋究本末 為後厭生示現大呪 亦使正法久存於世。

於大厭中故説斯偶。」(T.04,no.212,620c13-621a7)

以上の比較により、これ らのパラレルは、叙述に差異が認められ るものの、基本的には トカラ

語B5al-b337及 びB5b3-8の それぞれに対応 している事が窺える。ここでは、これ らのパラレル

が別々の経典 として成立している点に注意されたい。

次に、先に示 した トカラ語Bテ クス トの全体に対応するとした 『増登阿含経』巻18と 『出

37『 雑阿含細 『別謁雑阿含副 の両者に
、 トカラ踏B5a667に 対応する記述が見 られ る点は注 目される。また、

『出曜経』には、次に挙げるB.B5b3・8:Udv.129の 部分で晒 られる内容にほぼ一致す る「如來今 日年 巳脅老。肌

膚好緩不與常同。佛告比血 如是如熾 如汝所言。」とい う記載が見られ る。 この二つの物躇の親近性を示す も

の と解釈で きるか も知れない。
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「阿蘭那経」に比定 されたSHT所 収梵 語断片について

曜経』巻2を 検討する38。

『増登阿含経』巻18(26.6)

「聞如是。一時。佛在舎衛國紙樹給孤濁園。爾時。尊者阿難至世尊所。頭面禮足。在一面住。

万須。復以雨手摩如來足已。以ロ鳴如來足上。而作是説 天尊之臆 何故乃爾。身極緩爾。如

匡之身不如 世尊告日 如 騰 如汝所言。今如來身皮肉已緩。今日之髄不如本故。

斤以然者。夫受形魁 為病所逼。若磨病厭生。為病所困。磨死厭生。為死所逼。今日如來。年

三衰微。年過八十。是時。阿難聞此語已。悲泣硬喧。不能自勝。並作是語。咄暁 老至乃至於

斤。是壁ら_世 豊到時。著衣持鉢。ム趣 乞食。是時。世尊漸漸乞食。至王波斯匿舎。當於爾

寺 波 弓前 壌車 捨在一面 是時 賢 £ 一 已 白世尊

ヨ 此 王波 匿車 此日 時極為精妙 如今日 之 瓦石同色 告日 如是 賢

画 言 如AE此 日之時極為精妙 造A日 敗 不硝 用 如是外物尚壊

壁 。爾時。世尊便説此偏。
29盤 壊人極盛色

鑓 意 髄 逼
30讐堂蚕墜 選 塑 塑

鍾 ≧些墨董 鯉 謹 些導

如内身所有 為死之所駆

外諸四大者 悉趣於本無

是故求無死 唯有浬繋耳

彼無死無生 都無此諸行

百時。世尊即就波斯匿王坐。是時。王波斯匿與世尊辮種種飲食。観世尊食蒐 王更取一小座。

王如來前坐。旦些笠旦。云何。世尊。諸佛形饅皆金剛敗 亦當有老病死乎。世尊告日。如是。

ヒ王。如大王謡 迦魎 査些生凱 我今亦是人数 父名真瀧 母名摩恥 出轄輪聖王種

面時。世尊便説此偶。

諸佛出於人 父名日真浮

母名極清妙 豪族刹利種

死脛為極困 都不観尊卑

諸佛尚不免 況復除凡俗

脊時。世尊與波斯匿王而説此偶。

祠祀火為上 詩書頒為尊

人中王為貴 厭流海為首

冠星月為上 光明日為先

八方上下中 世界之所載

3s以 下の 『M登阿含緻 『出曜経』 の引用でも
、A.Bsal-b3に 関連する箇所を下線で、B.B5b3・8に 関連する箇

所を波線で示す。 また、Udv.130に 対応する部分は二重線で表示する。
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荻原 裕敏

天及世人民 如來最為尊

其欲求福緑 當供養三佛

是時。世尊説此偶巳。便從座起而去。還紙疸精舎。就座而坐。爾時。世尊告諸比瓦 有四法。

在世間人所愛敬。云何為四。少肚之年。間人民之所愛敬。無有病痛。人所愛敬。壽命。人所愛

敬。恩愛集乳 人所愛敬。是謂。比丘。有此四法。世間人民之所愛敬。復次。比丘復有四法。

世間人民所不愛敬。云何為四。比丘當知。少肚之年。若時老病。世人所不喜。若無病者。後便

得病。世人所不喜。若有得壽命。後便命終。世人所不喜。愛得集。後復別離 世人所不喜。是

謂。比丘。有此四法與世週轄。諸天世人。乃至轄輪聖王。諸佛世尊。共有此法 是為。比丘。

世間有此四法與世　轄。若不畳此四法時。便流轄生死。周旋五道。云何為四。聖賢戒。賢聖三

昧。賢聖智慧。賢聖解脱。是為。比瓦 有此四法而不畳知者。則受上四法。我今及汝等。以畳

知此賢聖四法。断生死根。不復受有。如今如來形胆衰老。當受此衰耗之報。是故。諸比丘。當

求此永寂浬眺 不生不老不病不死。恩愛別離 常念無常之饗。如是。比丘。當作是念。爾時。

諸比丘聞佛所説,歎 喜奉行。」(T.02,no.125,637a18638a1)

上に示 した 『増宣阿含倒 のテクス トは、B.B5b3-8に 対応するテクス トに、A.Bsal-b3の テ

クス トが間に挟み込まれたような形になっている。トカラ語Bの テクス トとそれに対応するパ

ラレルの状況から考えて、このテクス トは、二つの経典が合成 された可能性が指摘 される39。

なお、『堆萱阿含経』のテクス トで重要な点は、A.Bsal-b3に 対応するテクス トに、その他のパ

ラレルでは見られないPrasenaiit王 の車に言及する点であり、これは、 トカラ語Bの テクス ト

で語られる部分 とは記述が若干異なるものの、同一の事件に言及 していると考えられる。

以上に示 した対応に注目するならば、トカラ語B5a1-b3の 部分とB5b3-8の 部分は、現在は失

われているものの、 トカラ仏教に伝えられた説一切有部の阿含経典、恐らくは 『雑阿含経』に

含まれていた別々の経典であ り、それぞれUdv.128とUdv.129-31に 対する因縁課として、そ

のままUAに 取 り込まれた可能性を指摘する事ができる40。

6.結 論

本稿の第二節では、第一節で紹介 したSHT1324+1331+1720が 、「阿離念彌経」とトカラ語

B3a5・-b3に良く対応する事を確認 した。また、第三節では、この断片のパラレルを比較 した結

39『 堀豊阿含経』 に於ける既存の経典の合成の可能性については
、榎本(1988:川)を 参股 また、『増堂阿含

紹覇 の部派帰属 と成立過程については、平岡(2007b,2008)を 参照。

ここで請 られてい る「如今観所有車 昔 日之時極為精妙。金銀所造。今 日壌敗。不可復用。如是外物尚壌敗。

況復内者。」は、Udv.128を 想起 させ る。
coこ のよ うに考えると

、UAがUdv.に 注釈を付す際、ある箇所では対象が一つの詩節であるのに対 して、別の

箇所では二つ以上の複数の詩節 となっている状況を脱明する事ができる。即ち、注釈の対象 とす る詩節の数は、

注釈 として取 り込まれた仏典 ・伝承の状況を反映 していると考えられ る。

なお、筆者は、 トカラ躇A断 片に於ける引用を利用 して、 トカラ仏教に伝えられ た 『雑阿含緻 「1283経」

に相 当す る阿含経典 を回収した。 この部分は、カ トマ ン ドゥ写本 と共に西域北道将来の梵語断片にも対応箇所

が見られ るが、後者 と一致す る跣みが部分的に昭め られた。恐 らく、東 トルキスタン有部所伝の阿含経典か ら

引用 された もの と考 えられる。 この引用については、荻原(2009)を 参考。
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果、これ らの仏典はUdv.113-16と 関連がある点を明らかにすると同時に、 トカラ語B3a5-b3

は、東 トルキスタン有部所伝の阿含経典から引用された可能性を指摘した。そして、第四節で

は、 トカラ語のUAに は、 トカラ仏教に伝えられた仏典 ・伝承が取 り込まれているとい う推定

に基づいて、トカラ語B断 片Bsa1-b8と そのパラレルとの比較を通 じて、この部分が、Udv.128

を説くB5a1-b3とUdv.129。31を 説くBsb3-b8の 二っの異なった阿含経典か ら成立 している可能

性を指摘 した。

では、本稿で検討 した梵語断片SHT1324+1331+1720は 、 トカラ語BのUAが 依拠 した梵

語原典 と言えるであろ うか。残念ながら、この断片に続 くfolioは存在せず41、また同一の写本

に属する断片の存在も現在のところ報告 されていないため、この点にっいて明 らかにする事は

できないが、現在残存 している部分に関して言えば、SHT1324+1331+1720は 、 トカラ仏教が

行われた地域である西域北道将来の梵語断片中に見出されたUAの 最初のパラレルであると言

える42。そして、 トカラ仏教が彼 らに知られていた梵語仏典をどのように利用 していたかを考

える上で、 トカラ語のUAの パラレルが、この地域に由来する梵語断片中に見出された事の意

義は大きい43。また、SHT所 収断片中、「阿蘭那経」に比定にされた断片は、この三点以外にも、

SHT(Vll)で 出版 されたSHT1770cA及 び1770dAの 二点存在 してお り、このような内容を持っ

た仏典が、当時 トカラ仏教徒に知 られてお り、UAの 編纂過程で利用 されたとする推定を裏付

ける事になろう覗。

なお、本稿では、UAの パラレルを利用 して トカラ仏教に伝えられていたと推定され る阿含

経典の分析を行ったが、この他にも トカラ語仏典中に阿含経典に比定、若 しくは阿含経典に関

係づけられる断片が存在 している事が明らかになりつつある。筆者の研究では、荻原(2010)45

41THT1632 .frg.c.versoに はara群emiと 読 め る箇所 が二例 確認 され る。 この断 片 のrectoは トカ ラ語Aで あ るが、

versoが トカ ラ語Aか 梵 語 か の判 断 はで きな い。
42各 国所蔵 の 西域 北 道 将来 梵 語断 片 中に は

、 現在 までの ところ、 トカ ラ語 のUAの 原 典 と見 られ る断片 の 存在

は 報告 され て い ない。 そ の た め、現 時 点で は 、 この断 片 を以 てUAの イ ン ド語原 典 とは 見倣 さな い。
43ド イ ツ所 蔵 の 西域 北 道将 来梵 語 断片 に 見 られ る トカ ラ語 のgbssに つ い ては

、Malza㎞(2007b)を 参照 。 ドイ

ツ以外 の 国 々に所 蔵 され てい る梵 語 断 片 につ いて も、 この よ うな研 究が 望 まれ る。 な お 、筆 者 は サ ン ク ト ・ペ

テ ル ブル グ所 蔵 の トカ ラ語 断片 を調 査 した 際 、梵 語断 片SIB!16-11a4のSktnimitttalnusδ+〃 に対 して、Toch.B

setryomposLa(ptJynu'ca-一`goingafterasign,mark'と 読 め る トカ ラ語Bのglossを 確 認 した。 これ は 、Skt.

nimitta-anusdra-,。-anusdirakO-,。-anusarin。`goingafreramarKsign'に 対す るglossと 推 定 され る。 ま た、 同 じく梵語

断 片SIB120-23alに は//1/maρaiviriBainapi/Z〃 とあ り、 γ吻 ωηの下 に は トカ ラ語Bに よ るikOlloranti'Uust)1ike

ikOtto'とい うglossが 記 され て い る。このglossに 現 れ るikOlloと い う語 はhapaxで あ るが 、注 釈 対象 のSkい 耐 即。
`ArtdropOgonMuricatus(MW:1006c)'か

、それ に類す る植 物 を表す と推 定 され る。た だ 、 トカ ラ語Bのihalloが 植

物 を 表す と して も、 この語 が 、Skt.ikkata-,itkOta・`akindofr㏄d(MW:163c,165b)',tttkOjo-`SaccharumSara《MW:

亘75c)'とい った梵 語 か ら推 定 され るPほ ㎞t形 式 に 由来す るもの か否 か は判断 で き ないe
"SHT1770cA及 び1770dAは 共 にKiZitで 発 見 され

、使用 され たBrahmi文 字 も、SHTl324+1331+亘720に 使用

され るSchnlttyPtLsVIよ りも古 いSehnfttypusrvに 分類 され る。 この 点か ら、比 較 的早 い時 期 に 、 この よ うな 内

容の 仏典 が 西域 北道 の 仏教 の 中心 地 であ るKuchaで 知 られ て いた 可能性 が指摘 され る。

な お 、 トカ ラ語 のUAの 断 片 は大 部分 がShorchuk発 見 の もので あ るが 、KuchaのKieilやDuldur・akhttr発 見 の

断片 も知 られ てい る。この よ うな断 片 の分布 か ら、UAが トカ ラ仏 教 で は非 常 に良 く知 られ た文 献 で あっ た事 が

窺 える。 ま た 、PeyTot(2008:219)に あ るよ うに 、Kizil発 見の 断片 に は トカ ラ語BのAtuhaicの 段階 を示す 形 式

が含 まれ てお り、 トカ ラ仏 教 の古 い段 階 でUAが 編 纂 され た 事を示 唆 してい る。 た だ し、 これ らのKiZil発 見 の

断片 に使 用 され たBrdhmr文 字 は古 い段 階 の特 徴 を示 さず 、Malzahn(2007a)の 分 類 で はStandaπtに 分 類 され る

もの で あ り、古 い 写本 の後 代 の コ ピー と考 え られ る。
45論 文投 稿 後

、筆 者 はベ ル リン所蔵 の原 文 書 の調 査 を行 う機 会 を得 た が 、新 しく発 見 した点 もあ った た め、 改
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で扱った ドイツ所蔵 トカラ語B断 片B404は 、《《Caklkavatti-sihanada-sutta》》に比定される46。また、

トカラ語B断 片B590は 、漢訳 『長阿含経』やその単行経典に含まれる所謂 「世記経」や阿毘

達磨文献にパラレルが見 られる47。トカラ仏教で、どのような阿含経典が知れていて、どのよ

うにそれらが受容されていたのかとい う問題は、今後解明されるべき課題である。そ して、 ト

カラ語のUAは 、現在までに知 られているトカラ語仏典中、同一の作品に属する断片が多 く、

また保存状態の良い断片も含まれてお り、トカラ仏教の解明に関する手かが りを与えてくれる。

今後も、この文献の構成の解明を通 じて、 トカラ仏教に於ける仏典作成の実態や トカラ仏教そ

のものについて研究を続けて行きたい。

文献略号

 AN = Ariguttara-Nikaya. 

CPS = Catuvaricatsutra, 

SN = Samvutta-nikava.

UA= Udanalarikara. 
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 [Texts]

1トカラ語Bl

B3a5-b848

a 

5 ngnok alyek (preke sravast)n(e po)ysjij(keissi miiskitra m)rgaran starikne kremnt $ samyem man 

 samani aplac akteke te to-

6 tka saul samnamts $ wnolmi (tan)e snai spelke ma mrau[skaJlii = ersentra 90 klyausa 

  pudnakte plaid (cainats) nakcyane (klautsnesa km i)[pJ(r)e(rm)em Neu ykene $ preksa 

samanem pudnakte mciktau placsa smicer yes a-

7 ksare poysimtse $ palateme makaykne Mgr n[ausaJnnai sp plac aksam = aurtsesa $ 

  (kau)ra[v]ye nem [waJ(lo sal lane jambudvipne 91) supratislhit nem nigrot (sal)stanamts wlo 

cwi yapoyne pis antsen[tsaJ 

8 w[rJotse $ ia(wom)n = okonta sware $ sai (oko mit ra) jm1(t) su[ke]ne w[r]occ = antsem(ts) 

karakn(e) $ sem = a(ntseme)m [st](a.m)a(ntse walo wcemem wertsya tri)cemem y[pJoyi $ 

  s[ta]rc = an[tsjemem ost[mJem lit] (p)irtc = antsemem 1(w)a(sa)

b 

1 92 ma swom(a)lyauce okonta !welt-sal (swoyem ce)w preke mid snail p(e)le yamsyem $ cwi 

  lante (no) omp bra(hmane aranemi n`emtsa sal)ad(au)my = (a)n"mala[sJke $ samna(m)ts saul sal 

  skas [tJmane p[iJkula a(ra)- 

2 nemin taka kei tattalne $ mantarskem saul samnats like ma = rsentra mrauskalne 93 sic 

prdskau (sau)ltsa lac o[s]tm(em kasar ausu aic martkau mamrau)skas palskosa $ snai ke(s) 

y(a)ltsenma tmanenma aranemimmpa la-

3 tem ostmem wnolmi $ nigrot (s)t(a)[mJ n[oJr sek su mriskitra omp akalslyemts pelaikn = aksassi 

  ($) ompakwattne sau[11(natse yamsate su ai)s[ail 94 iaul attsaik totka samnamts Pike wriyesse 

paltakwa atyamts a-

4 (k)e[ntaJsa $ (kantw = ars)[ajklamts ramt klautso ramt onkolmantse waska(mo) — — .k — 

  [mJa —($) ------(a)ksame aranemi kiissi sw akalslyemts $ klautsne = 

  naisai pepiltso sau-

5 (1)mpa ma spantetra 95 makte n"a(re) [We panno[wo] kos sarkimpa w(a)p(a)1ra (tot)k(a tot 

masketra $ ma)nt samn(am)ts saul Inc kos saim ksa kaunamts meila(m)ts katkorne karsnatr 

  attsaik postam $ makte kau- 

6 tsy = akemane wnolme (tne) kos saikam sikont = e(r)k(e)nmas $ tot srukaln"e(i mas)[kJ(e)tJra 

mant samnamts [sau]l (nakstra) 96 wai(me)netse saul totk = attsaik su sp laklempa rittowo ma no 

wnolmy aikentra $ sa-

48ト カラ語Bテ クス ト全文の和訳については
、本稿中に与えたものを参照。
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 7 katac$a sau salyye mkt[e]  (wa)rne na[kSstq/r se prentse mant samnamts saul naksld[r] a ma) 

  stemye ksa (ne)sam saulantse (1a)[k]1(e) snaits(ni)e tetkak $p [kanmaJgdm$karsnam parmahk 

;ail samnamts mantam pw akalkanta 97 

8 (tom a)[raJnemi s(1)okanma Ilk = akalc(ly)em[ts] ce(w pr)e(ke tn)e(k maka mrau)s[k]a(nte) $ 

  %ckas tmane pikjla] sau[1J(s)amnamts attsaik tot[ka] cants ynan[m] $ai latem ost(m)em snai(tsn)e 

  $ na[k]e [s]au[1] attsai[k] toll](k)[a] (yiirm s)e

1漢訳仏典1

『中阿含経』巻40

「我聞如是 一晦 佛遊舎衛國 在勝林給孤猫風 爾晦 諸比丘於中食後集坐講堂』論如是事。

諸賢。甚奇。甚奇。人命極少。要至後世。癒作善事。磨行梵行。生無不死。然今世人於法行。

於義行。於善行。於妙行。無為無求。彼時。世尊在書行慮。以浮天耳出過於ん 聞諸比丘於中

食後集坐講堂。論如是事。諸賢。甚奇。甚奇。人命極少。要至後世。磨作善事。磨行梵行。生

無不死 然今世人於法行。於義行』於善征 於妙筏 無為無丸 世尊聞巳 則於哺時從燕坐起。

往詣講堂。在比丘思前敷座而坐。問諸比丘。汝論何事。以何等故集坐講堂。時。諸比丘白日。

世尊。我等照比丘於中食後集坐講堂。論如是事。諸賢。甚奇。甚奇。人命極少。要至後世。磨

作善事。磨行梵行。生無不死。然今世人於法行。於義行。於善行。於妙行。無為無求。世尊。

我等共論此事。以此事故集坐講堂。世尊歎日。善哉。善哉。比島 謂汝作是説。諸賢。甚奇。

甚奇。人命極少。要至後世。慮作善事。磨行梵行。生無不死。然今世人於法行。於義行。於善

行。於妙行。無為無乳 所以者何。我亦如是説。甚畿 甚奇。人命極少。要至後世。磨作善事。

磨行梵行。生無不死。然今世人於法行。於義行。於善行。於妙行。無為無求。所以者何。乃過

去世時。有厭生壽八萬歳。比丘。人壽八萬歳時。此閻浮洲極大竪樂。饒財珍寳。村邑相近。如

鶏一飛。比丘。人壽八萬歳時。女年五百乃當出嫁。比丘。人壽八萬歳時。唯有如是病。謂寒熱

大小便欲不食老。更無除患。比丘。人壽八萬歳時。有王名拘牢婆。為轄輪王。聰明智慧。有四

種鼠 整御天下。由己自伍 如法法王成就七賓。彼七寳者。輪賓象賓馬賓珠寳女費居士寳主兵

臣寳。是謂為七。千子具足。顔貌端正。勇猛無畏。能伏他厭。必當統領此一切地。乃至大海。

不以刀杖』以法教令。令得安隠 比丘。拘牢婆王有梵志。名阿蘭那大長者。為父母所犀。受生

清瀧 乃至七世父母不絶繊 生生無悪博聞縛掩 訥過四典繧 深達因縁正文戯五句説。比丘。

梵志阿蘭那有無量百千摩納磨。梵志阿蘭那為無量百千摩納磨住一無事威。教學経書。爾時。梵

志阿蘭那濁住静虞。燕坐思惟。心作是念。甚奇。甚奇。人命極少。要至後世。慮作善事。慮行

梵行。生無不死。然今世人於法行。於義行。於善行。於妙行。無為無求。我寧可剃除髪髪。著

袈裟衣 至信捨家無家學道 於是 梵志阿蘭那往至若干國厭多摩納磨所 而語彼日。諸摩納磨。

我濁住静虞。燕坐思惟。心作是念 甚奇。甚奇。人命極少。要至後世。慮作善事。慮行梵行。

生無不死。然今世人於法行。於義行。於善行。於妙行。無為無求。我今寧可剃除髪髪。著袈裟

衣。至信捨家無家學道。諸摩納磨。我今欲剃除髪髪。著袈裟衣。至信捨家無家學道。汝等當作
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何等。彼若干國厭多摩納磨白日。尊師。我等所知。皆蒙師恩。若尊師剃除嶺髪。著袈裟衣。至

信捨家無家學道者。我等亦當剃除髪髪。著袈裟衣。至信捨家無家從彼尊師出家學道。於是。梵

志阿蘭那則於後時剃除髪髪。著袈裟衣。至信捨家無家學道。彼若干國厭多摩納磨亦剃除髪髪。

著袈裟衣。至信捨家無家 從彼尊師梵志阿蘭那出家學道。是為尊師阿蘭那。是為尊師阿蘭那弟

子名號生也。爾時。尊師阿蘭那為弟子説法。諸摩納磨。甚奇。甚奇。人命極少。要至後世。慮

作善事。磨行梵行。生無不死。然今世人於法行。於義行。於善行。於妙行。無為無求。爾時。

尊師阿蘭那為弟子説法。諸摩納磨。甚奇。甚奇。人命極少。要至後世。慮作善事。慮行梵行。

生無不死 然今世人於法侃 於義行。於善行。於妙征 無為無求 如是尊師阿蘭那為弟子説法。

復次。尊師阿蘭那為弟子説法。摩納磨。猶如朝露滴在草上。 日出則消。暫有不久。如是。摩納

磨。人命如朝露。甚為難得。至少少味。大苦災患。災患甚多。如是尊師阿蘭那為弟子説法。復

次。尊師阿蘭那為弟子説法。摩納磨。猶大雨時。滴水成泡。或生或滅。如是。摩納磨。人命如

泡。甚為難得。至少少味。大苦災患。災患甚多。如是尊師阿蘭那為弟子説法。復次。尊師阿蘭

那為弟子説法。摩納磨。猶如以杖投著水中。還出至速。如是。摩納磨。人命如桃 投水出速。

甚為難得。至少少嘘 大苦災患。災患甚多。如是尊師阿蘭那為弟子説法。復次。尊師阿蘭那為

弟子説法 摩納磨。猶新瓦托。投水即出 著風熱中。乾燥至逸 如尾 摩納磨。人命如新瓦仔。

水漬速燥。甚為難得。至少少味。大苦災患。災患甚多。如是尊師阿蘭那為弟子説法。復次。尊

師阿蘭那為弟子説法。摩納磨。猶如小段肉著大釜水中。下熾然火。速得消盆 如是。摩納磨。

人命如肉消。甚為難得。至少少味。大苦災患。災患甚多。如是尊師阿蘭那為弟子説法。復次。

尊師阿蘭那為弟子説法 摩納磨。猶縛賊送至標下殺 随其學足。歩歩趣死 歩歩趣命孟 如是。

摩納磨。人命如賊。縛送標下殺。甚為難得。至少少味。大苦災患。災患甚多。如是尊師阿蘭那

為弟子説法 復次 尊師阿蘭那為弟子説法 摩納磨。猶如屠鬼牽牛殺子。随其翠足。歩歩趣死。

歩歩趣命盆 如是。摩納磨。人命如牽牛殺。甚為難得。至少少味。大苦災患。災患甚多。如是

尊師阿蘭那為弟子説法。復次。尊師阿蘭那為弟子説法。摩納摩。猶如機織』随其行緯。近成近

詑。如匙 摩納磨。人命如機織施 甚為難得。至少少味。大若災患。災患甚多。如是尊師阿蘭

那為弟子説法。復次。尊師阿蘭那為弟子説法。摩納磨。猶如山水。孝暴浪流痴 多有所漂。水流

速駄 無須奥停。如是。摩納磨。人壽行速。去無一時住。如是。摩納磨。人命如験水流。甚為

難得。至少少味。大苦災患。災患甚多。如是尊師阿蘭那為弟子説法。復次。尊師阿蘭那為弟子

説法。摩納磨。猶如夜闇以杖投地。或下頭堕地。或上頭堕地。或復臥堕。或堕浮威。或堕不浮

虚。如是。摩納磨。厭生為無明所覆。為愛所繋。或生泥梨。或生畜生。或生餓鬼。或生天上。

或生人間。如是。摩納磨。人命如闇杖投地。甚為難得。至少少味。大苦災患。災患甚多。如是

尊師阿蘭那為弟子説法。復次。尊師阿蘭那為弟子説法。摩納磨。我於世断除食伺。心無有諏。

見他財物諸生活具。不起食伺。欲令我得。我於食伺浮除其心。如是瞑惑睡眠調悔。我於世断疑

度惑。於諸善法無有猶豫。我於疑惑浮除其心。摩納磨。汝等於世亦當断除食伺。心無有諄。見

他財物諸生活具。不起食伺。欲令我得。汝於食伺浮除其心。如是唄患睡眠調悔。汝於世断疑度

惑。於諸善法無有猶豫。如是尊師阿蘭那為弟子説法。復次。尊師阿蘭那為弟子説法。摩納磨。

我心與慈倶。遍痛一方成就遊。如是三四方四維上下。普周一切。心與慈倶。無結無怨。無悉無
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諄。極廣甚大。無量善修。遍滞一切世間成就遊 如是悲喜心與捨倶。無結無怨。無患無翻。極

廣甚大。無量善修。遍滞一切世間成就遊。摩納磨。汝等亦當心與慈侃 遍漏一方成就遊。如是

二三四方四維上下。普周一切。心與慈倶。無結無怨。無悪無謝。極廣甚大。無量善修。遍滞一

切世間成就遊。如是悲喜心與捨倶。無結無怨。無患無課。極廣甚大。無量善修。遍滞一切世間

成就遊。如是尊師阿蘭那為弟子説法。復次。尊師阿蘭那為弟子説梵世法。若尊師阿蘭那為説梵

世法時。諸弟子等有不具足奉行法者。彼命終巳。或生四王天。或生三十三瓦 或生燈摩天。或

生兜悪移天。或生化樂瓦 或生他化樂天。若尊師阿蘭那為説梵世法時。諸弟子等設有具足奉行

法者。修四梵室。捨離於欲。彼命終巳。得生梵瓦 爾時。尊師阿蘭那而作是念。我不磨與弟子

等同。倶至後世共生一庭 我今寧可更修増上慈。修壇上慈巳。命終得生晃星天中。尊師阿蘭那

則於後時更修増上慈。修増上慈巳 命終得生晃呈天中。尊師阿蘭那及諸弟子學道不虚。得大果

報 比島 於意云鳳 昔時尊師阿蘭那者謂異人耽 莫作斯念 所以者何 比丘 當知即是我也。

我於爾時名尊師阿蘭肌 我於爾時有無量百千弟玉 我於爾時為諸弟子説梵世法 我説梵世法時。

諸弟子等有不具足奉行法者。彼命終巳。或生四王天。或生三十三天。或生燈摩瓦 或生兜慧移

天。或生化樂天。或生他化樂天。我説梵世法時。諸弟子等設有具足奉行法者。修四梵室。捨離

於欲。彼命終已。得生梵天。我於爾時而作是念。我不慮與弟子等同。倶至後世共生一庭 我今

寧可更修埆上慈。修堆上慈已。命終得生晃呈天中。我於後時更修増上慈 修増上慈已。命終得

生晃呈天中。我於爾時及諸弟子學道不鼠 得大果報。我於爾時自饒益。亦饒益他。饒益多人。

慰傷世間。為天為人求義及饒益。求安隠快樂。我於爾時説法不至究蒐 不究寛白浮。不究寛梵

行。不究寛梵行臨 我於爾時不離生老病死暗芙憂感。亦未能得脱一切苦。比丘。我今出世。如

來無所著等正箆明行成為善逝世間解無上士道法御天人師。號佛厭祐。我今自饒益。亦饒益他。

饒益多人。慰傷世間。為天為人求義及饒益。求安隠快樂。我今説法得至究尭 究寛白浮。究寛

梵行。究寛梵行託 我今已離生老病死暗笑憂感。我今巳得脱一切苦。比丘。若有正説者。人命

極少。要至後世。磨行善事。慮行梵行。生無不死。比丘。今是正説。所以者何。今若有長壽。

遠至百歳 或復小過者』若有長壽煮 命存三百暁 春時百。夏時百。冬時百。是命存千二百月。

春四百月。夏四百。冬四百。命存千二百月者。命存二千四百半月。春八百。夏八百。冬八百。

命存二千四百半月者。三萬六千甕夜心春萬二千。夏萬二千。冬萬二千。命存三萬六千査夜者。

七萬二千食。及障磯及母乳。於有障眠 苦不食。腹不食。病不食。有事不食。行來不食。至王

間不食。齋日不食。不得者不食。是謂比丘一百歳命存百歳敗 時数 歳時敗 月凱 半月敗

月半月敗 蹴 夜敗 甕夜凱 食凱 障礎敵』食障磯敗 比瓦 若有尊師所為弟子起大慈哀。

憐念慰傷。求義及饒益。求安隠快樂者。我今巳作。汝亦當復作。至無事慮。山林樹下。空安艀

1麺』燕坐思惟。勿得放逸。憩加精進。莫令後悔。此是我之教勅。是我訓識 佛説如是。彼諸比

丘聞佛所説。欲喜奉行。」(T.01,no.26,682b10-684c14)

『六度集経』巻8「 阿離念彌経」

「聞如是。一時佛在舎衛國優梨聚中。時。諸比丘。中飯之後坐於講嵐 私共講議。人命致短。

身安無幾。當就後世。天人厭物無生不死。愚闇之人。樫食不施。不奉経道。謂善無福。悪無重
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殊b恣 心快志。悪無不至。違於佛教。後悔何益。佛以天耳。遙聞諸比丘講議非常無上之談。世

尊即起至比丘玩 就座而坐 日。属者何議,長 脆封日。属飯之後 共議人命胱惚不久當就後世。

封如」ゴ説。世尊歎日。善哉善哉。甚慌 當爾棄家學道。志當清潔。唯善可念耳。比丘坐起當念

二事』一當説経。二當輝息 欲聞経不。封日。唯然 願樂聞之。世尊即日。昔有國王名日拘猟。

其國有樹。樹名須波桓樹。園五百六十里。下根四被八百四十里。高四千里。其枝四布二千里。

樹有五面。一面王及宮人共食之。二面百官食之。三面照民食之。四面沙門道人食之。五面鳥獣

食之。其樹果大如二斗瓶 味甘如蜜 無守護者亦不相侵』晩 人皆壽八萬四千歳 都有九種病。

寒熱飢潟大小便利愛欲食多年老甑 有斯九病 女人年五百歳乃行出嫁 時有長者名阿離念彌。

財賄無凱 念彌自惟。壽命甚促。無生不死。寳非己有。敷致災患。不如布施以濟貧乏。世榮錐

樂。無久存者。不如棄家。掲稼濁執清潔。被袈裟作沙門。即詣賢思受沙門戒。凡人見念彌作沙

門。敷千盤人。聞其聖化皆畳無常。有盛即衰。無存不亡。唯道可貴。皆作沙門。随其教化。念

彌為諸弟子説経日。人命致短。慨惚無常。當棄此身就於後世。無生不死。焉得久長。是故當絶

樫食之心。布施貧乏。撞情掘欲。無犯諸悪。人之虎世命流甚迅。人命讐若朝草上露須奥即落。

人命如此。焉得久長。人命醤若天雨堕水泡起即滅 命之流疾有甚於泡 人命讐若雷電慨惚。須

輿即滅。命之流疾有甚雷電。人命讐若以杖撞水。杖去水合。命之流疾有甚於此。人命讐若熾火

上妙少膏著中。須奥燃鑑 命之流去疾於少膏。人命讐若織機経縷。稽就減鑑 天命 日夜耗損若

苑。憂多苦重。焉得久長。人命唇若牽牛市屠。牛一遷歩。一近死地。人得一日猶牛一歩。命之

流去又促於此。人命讐若水從山下。壷夜進疾無須輿止。人命過去有疾於此。査夜趣死。進疾無

住』人慮世胤 甚勤苦多憂念』人命難得。以斯之醜 當奉正道。守行経戒無得殿{鉱 布施窮乏。

人生於世無不死者。念彌教諸弟子如斯。又日。吾棄食婬瞑惑愚擬歌舞伎樂睡眠邪僻之心。就清

浮心。遠離愛欲。掲諸悪行。内洗心垢。滅諸外念。観善不喜。逢悪不憂。苦樂無二清浄其行。

一心不動得第四概 吾以慈心教化人物
。令知善道昇生天上。悲憐傷慰恐其堕悪。吾見四輝及諸

空定ゐ靡不照達。其心歓喜。以其所見教化萬物。令見深法。輝定佛事。若有得者亦助之喜。養

護萬物如自護身。行此四事其心正等。眼所受見島好諸色。其耳所聞歎音罵聲。香薫臭臓美味苦

辛。細滑轟悪。可意之願。違心之幡。好不欣臨 悪不怨悉。守斯六行。以致無上正真之道。若

曹亦當行斯六行。以獲磨真之道。念彌者三界厭聖之尊師也。智慧妙達無窃不明　。其諸弟子錐

未即得磨真道者。要其壽終皆生天上。心寂志寛尚輝定者。皆生梵天。次生化慮聲天。次生不僑

樂天。次生兜術天。次生炎天。次生仇利天。次生第一天上。次生世間王侯之家。行高得其高。

行下得其下。貧富貴賎。延壽天逝。皆由宿命。奉念彌戒無唐苦者。念彌者。是我身。諸沙門{力

行精進。可脱於生老病死憂悩之苦。得磨真滅度大道。不能悉行。可得不還頻來溝港之道也。明

者深惟。人命無常。悦惚不久。縷壽百歳。或得不得。百歳之中凡更三百時。春夏冬月各更其百

也。更千二百月。春夏冬節各更四百月。更三萬六千日。春更萬二千日。夏暑冬寒各萬二千日。

百歳之中一日再飯 凡更七萬二千飯 春夏冬日各更二萬四千飯也 井除其為嬰見乳哺未能飯時。

億慷不飯。或疾病。或曝患。或輝或齋=。或貧困乏食之時。皆在七萬二千飯中。百歳之中。夜臥

除五十歳。為嬰見時除十歳。病時除十歳。螢憂家事及除事除二十歳。人壽百歳綾得十歳樂耳。

佛告諸比島 吾已説人命。説年説月説日飯食壽命。吾所當為諸比丘説者皆已説之。吾志所求皆
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已成也。汝諸比丘志願所求亦當卒之。當於山澤若於宗廟。講経念道無得解惰。快心之士後無不

悔　。佛説経已。諸比丘無不歓喜。為佛作禮而去。」(TO3,no.152,49b2450b29)

『法苑珠林』巻63

「又雑阿含経 民 昔者有王名拘猛 國中有樹名差波提概 五百六十里風 下根周匝八百四十里。

高四千里。枝四布匝二千里。樹有五果 道有五面。一面者國王與宮内諸伎女共食。二面者大臣

百官皆共食之 三面者人民共食之。四面者諸繹道士共食之 五面者飛鳥禽獣共食之 果如升瓶。

其味甜如蜜樹。無守者果分不相侵。時人壽八萬四千歳。有九種病。一寒二熱三飢四潟五大便六

小便七愛欲八食多九年老。女人年五百歳。爾乃行嫁(此 同彌勒佛出世時也)。」

(T.53,no.2122,768a6-16)

 [Pali' 

AN N: 7.2.2.10.Araka sutta (AN N: 136-140) 

(Savatthinidanam) 

Bhutapubbam bhikkhave, arako nama sattha ahosi, titthakary kämesu vitarago: arakassa kho pana 

bhikkhave, satthuno anekani savakasatani ahesum. Arako sattha savakanam evam dhammam deseti: 

appakam brahmana, fivitam manussanam parittam lahukam bahudukkham bahupayasam mantaya 

boddhabbam kaitabbam kusalam, caritabbam brahmacariyam. Natthijatassa amaranam_ 

Seyyalhapi brahmana, tinagge ussavabindu suriye uggacchante khippameva palivigacchati na 

cirallhitikam hoti, evameva kho brahmana, ussavabinadupamam jivitam manussanam parittam lahukam 

bahudukkham bahupayasam, mantaya boddhabbam. Kattabbam kusalam, caritabbam brahmacariyam. 

Natthi jatassa amaranam. 

Seyyathapi brahmana, thullaphusitake deve vassante udakabubbujam khippameva palivigacchati na 

cirallhitikam hoti, evameva kho brahmana, udakabubbujupamam jrvitam manussanam parittam lahukam 

bahudukkham bahupayasam, mantaya boddhabbam. Kattabbam kusalam caritabbam brahmacariyam. 

Natthi jatassa amaranam. 

Seyyathapi brahmana, udake darmlaraji khippam yeva palivigacchati, na cirallhitika hoti, evam eva 

kho brahmana, udake danclarajuparnam jrvitam manussanam parittam lahukam bahudukkham 

bahupayasam mantaya boddhabbam kattabbam kusalam caritabbam brahmacariyam.: Natthi jatassa 

amaranam. 

Seyyathapi brahmana, nadi pabbateyya durarrgama sighasota haraharini natthi so khano va layo vii 

muhutto va yam satharati, atha kho se: gacchateva vattateva sandateva, evam eva kho brahmana, 

nadipabbateyyupamamftvitam manussanam parittam lahukam bahudukkham bahupayasam, mantaya 

boddhabbam. Kattabbam kusalam caritabbam brahmacariyam. Natthijatassa amaranam. 

Seyyathapi brahmana, balava puriso jivhagge khe japin{iam sariifuhitva appakasireneva vameyya,
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 evam eva kho brahmana khelapin iupamam jivitam manussanam parittam lahukam bahudukkham 

bahupayasam, mantaya boddhabbam. Kattabbam kusalam carliabbam brahmacariyarn. Natthi jatassa 

amaranam 

Seyyathapi brahmana, divasasamtatte ayokatahe mamsapesi pakkhitta khippamyeva pativigacchati, 

na ciratthitika hoti, evam eva kho brahmana, mamsapesupamam j vitam manussanam parittam lahukam 

bahudukkham bahupayasam, mantaya boddhabbam. Kattabbam kusalam caritabbam brahmacariyam. 

Natthi jatassa amaranam. 

Seyyathapi brahmana, gavi vajjha aghatanam nryamana yannadeva padam uddharati santikeva hoti 

vadhassa santikeva maranassa, evam eva kho brahmana, gavi vajjhupamam jivitarn manussanam 

parittam lahukam bahudukkham bahupayasam mantaya boddhabbam. Kattabbam kusalam, caritabbam 

brahmacariyam, natthi jatassa amarananti. 

Tena kho pana bhikkhave samayena manussanam saghivassasahassani ayuppamanam ahosi. 

Paicavassasatika kwnarika alampateyya ahosi. Tena kho pana bhikkhave, samayena manussanam 

chajeva abadha ahesum: sitam, unham, jigacc.ha, pipasa, uccaro, passavo. So hi nama bhikkhave, arako 

sattha evam dighayukesu manussesu evam cirattitikesu evam appabadhesu savakanam evam dhammam 

desessati: 

 Appakam brahmana, jivitam manussanam parittam lahukam bahudukkham bahupayasam mantuya 

khoddhabbam. Kattabbam kusalam, caritabbam brahmacariyam. Natthi jatassa amarananti. 

Etarahi kho tam bhikkhave, samma vadamano vadeyya appakam jivitam manussanam parittam 

lahukam bahudukkham bahupayasam mantaya khoddhabbam. Kattabbam kusalam, caritabbam 

brahmacariyam. Natthi jatassa amarananti. Etarahi kho bhikkhave, yo cirarn jivati, so vassasatam 

appam va bhiyyo va 

Vassasatam kho pana bhikkhave, jivanto tiniyeva utusatani jrvati: utusatam hemantanam, utusatam 

gimhanam, utusatam vassanam. Trni kho pana bhikkhave, utusatani jivanto dvadasayeva masasatani 

jiVati: cattari masasatani hemantanam, cattari masasatani gimhanam, cattari masasatani vassanam. 

Dvadasam kho, pana bhikkhave, masasatani jivanto catuvisatim eva addhamasasatani j vati: atthaddha 

masasatani hemantanam atthaddhamasasatani gimhanam, atthaddhamasasatani vassanam. 

Catuvisatim kho pana bhikkhave, atthaddhamasasatani j vanto chattimsamyeva ratti sahassani jrvati: 

dvadasa rattisahassani hemantanam, dvadasarattisahassani gimhanam, dvadasarattisahassani 

gimhanam, dvadasarattisahassani vassanam. Chattimsam kho pana bhikkhave, ratti sahassani j vanto 

dvesattatim eva bhattasahassani bhunjati: catuvisati bhattasahassani hemantanam, catuvisati 

bhattasahassani gimhanam, catuvisati bhattasahassani vassanam saddhim matuthann"aya, saddhim 

bhattantaraya. Tatirame bhattantaraya: kupitopi bhattam na bhuhjati, dukkhitopi bhattam na bhun"ajati, 

vyadhitopi bhattam na bhunjati, uposathikopi bhattam na bhunjati, alabhakenapi bhattam na bhui jati. 

Iii kho bhikkhave, maya vassasatayukassa manussassa ayupi sankhatam, ayuppamanampi sankhatam, 

utupi sankhata, samvaccharapi sarikhata, masapi sailkhata, addhamasapi sahkhata , rattipi sankhata,
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 divapi sankhata, bhattapi sankhata, bhattantarayapi sankhata. 

Yarn bhikkhave satthara karaniyam savakanam hitesina anukampakena anukampam upadaya, katam vo 

tam maya. Etani bhikkhave, rukkhamularri, etani sun"n"agarani. Jhayatha bhikkhave, mapamadattha, ma 

paccha vippalisarino ahuvattha. Ayam vo amhakam anusasaniti.

Sanskrit Fragments Identified as the Alannajing in SHT

OGIHARA Hirotoshi

Keywords: Tocharian, Udanalankara, Alannajing, SHT1324 + 1331, SHT1720

Abstract The Sanskrit fragments kept in the Berlin Turfan Collection with the inventory number SHT1324+1331

and SHT1720,which belong to one and the same folio,were identified as the Alannajing 阿 蘭 那 経

(T.01,no.26,682b10-684c14)in Chinese in SHT(VI)and (VII). In this paper, I wi1l give two other

parallel texts to them, namely the Alinianmijing 阿 離 念 彌 経(T.O3,no.152,49b24-50b29)in the

Liudujijing 六 度 集 経 and B3a5-b3 in Tocharian B, and discuss the importance of these Sanskrit

fragments to the study on the Udanalankara in Tocharian, the commentary to the Udanavarga.

The Tocharian B text corresponding to them is the narrative attached to Udv. I 13-14 and 16 in the

Udanalankara. In the notes given in TochSprR(B) I, the editors have already pointed out that the

Alinianmijing 阿 離 念 彌 経 is comparable to this Tocharian B text. However, they did not compare them

with the Alannajing 阿 蘭 那 経 and the Araka-sutta in Pali which have basically the same topic as them.

The comparison among these texts indicates that they are related to the verses given as Udv. I 13-16.

Given that the Alannajing 阿 蘭 那 経 is part of the Madhyamagama in Chinese which belongs to the

(Mula-)Sarvastivadin, the compiler(s) of the Udanalankara could have used the sutra inherited in the

(Mula-)Sarvastivadin as the narrative to these verses. On the other hand, SHT1324+1331 and SHT1720

are the first fragments in Sanskrit, which are identified as parallels to the Udanalankara, discovered in

the Northern rim of the Taklamakan desert where Tocharian Buddhism flourished.

(おぎはら・ひろとし 中国人民大学国学院)
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